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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアルの内容 

このマニュアルでは、主に、タイミング制約エディタ(Timing 

Constraint Editor)の使用、制約の構文、静的タイミング解析レポート(以

下、タイミングレポート)など、タイミング制約について説明します。 

1.2 関連ドキュメント 

GOWINセミコンダクターの公式サイト www.gowinsemi.com/jaか

ら、以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます：Gowinソ

フトウェア クイックスタートガイド(SUG918)。 

1.3 用語、略語 

表 1-1に、本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味を示

します。 

表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

GUI Graphical User Interface グラフィカル・ユーザ

ー・インターフェース 

MPW Minimum Pulse Width 最小パルス幅 

OSC Oscillator オシレータ 

REG Register レジスタ 

SDC Synopsys Design Constraint Synopsys設計制約 

STA Static Timing Analysis 静的タイミング解析 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG918J.pdf
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1.4 テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供してい

ます。使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わ

せください。 

ホームページ：www.gowinsemi.com/ja 

E-mail：support@gowinsemi.com 

 

http://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com
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2概要 

このマニュアルには、STAの概要、タイミング制約エディタ、およ

びタイミングレポートなどが含まれています。 

STAの概要では、静的タイミング解析の基本について説明されま

す。Timing Constraint Editorは、SDCファイルを作成および変更できる

グラフィカル・ユーザー・インターフェース(GUI)ツールです。配置配線

が成功すると、ユーザーのタイミング制約に従って STAレポートが生成

されます。 

主な機能 

 基本クロックと派生クロックの制約、ソース遅延と不確定値の制約、

およびグループ制約などのクロック制約をサポートします。 

 データポートの入出力遅延の制約をサポートします。 

 マルチサイクル制約、最大および最小遅延制約、フォルスパス制約な

どの例外制約をサポートします。 

 module最大周波数制約、Grid密集レベル制約などのタイミングレポ

ート制約をサポートします。 

 効率的なネットリストユニット検索機能を提供し、正規表現一致をサ

ポートします。 

 タイミング制約エディタはフラットデザインを採用し、使いやすいで

す。 

主な特徴 

 レポートの内容は、標準のW3C XHTML 1.0仕様に厳密に従います。 

 レポートは、ブラウザーを使用して閲覧することができます。 

 TXTテキスト形式のタイミングレポートをサポートします。 

 ナビゲーションバー機能により、コンテンツをすばやく見つけること

ができます。 
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 タイミング制約エディタによって生成されたすべての制約文を完全に

報告します。 

 レポートの内容は明確で、読みやすいです。
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3STAの概要 

3.1 概要 

静的タイミング解析は、回路ネットリストのタイミングモデルに全面

的な解析を行い、回路のタイミングパスの遅延を自動的に計算することに

より、それがタイミング要件を満たしているかどうかを判断するもので

す。Gowinソフトウェアは、設計のタイミングモデル回路を自動的に解

析することができます。また、設計者が制約を追加し、その計算・解析を

Gowinソフトウェアで自動的に行うことも可能です。 

以下は、解析プロセスに関する基本的なモデル、用語、コンセプトの

紹介です。 

3.2 タイミング解析の基本モデル 

静的タイミング解析は、シーケンシャル・エレメントの開始から終了

までのモデルのタイミング解析です。その基本モデルの参照図は図 3-1に

示すとおりです。レジスタ REG1の D端子のデータは、有効クロックエ

ッジで Q端子に同期され、論理回路を経由してレジスタ REG2に到着し

ます。レジスタ REG2は、クロックの有効エッジでレジスタ REG1が送

信したデータをサンプリング(収集)します。静的タイミング解析は、

REG2が REG1からのデータを正確にサンプリングしているか確認する

ものです。 

図 3-1タイミング解析の基本モデル 

REG1 REG2

Q QD DL

CLK

DIN

CLK CLK

DOUT
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REG1の有効クロックエッジは開始エッジ(launch edge)、REG2の有

効クロックエッジはラッチエッジ(latch edge)と呼ばれます。 

3.3 タイミング解析の用語 

以下は、タイミング解析モデルの基本的なシーケンシャル・セルの構

成です。 

 Cells：LUT、DFF、MUXなどの基本論理ユニット。 

 Pins：Cellsの入出力ポート。 

 Ports：トップモジュールの入出力ポート。 

 Nets：ネット。 

3.4 タイミング解析のパス 

通常、静的タイミング解析は 4種類のパスを解析します。これらのパ

スは、始点と終点によって分類されています(図 3-2)。 

 I2R：入力ポートからシーケンシャル・エレメント。 

 R2R：シーケンシャル・エレメントからシーケンシャル・エレメン

ト。 

 R2O：シーケンシャル・エレメントから出力ポート。 

 I2O：入力ポートから出力ポート。 

図 3-2 STAの 4種のタイミングパス 

INPUT

timing cell timing cell

OUTPUT

INPUT OUTPUT

CLK

1. I2R 2. R2R 3. R2O

4. I2O

Combinational Logic

Combinational 

Logic

Combinational 

Logic

Combinational 

Logic

 

 

静的タイミング解析(STA)は、この 4種類のパスを通じてデータ到着
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時間(data arrival time)とデータ要求時間(data required time)を計算しま

す。 

データ到着時間(data arrival time)は、データパスの始点から終点まで

の時間を指します。データ要求時間(data required time)は、タイミングパ

ス内のクロックの始点から終点までの時間を指します。データ到着時間

(data arrival time)を計算する時、クロックパスにはクロックスキュー

(clock skew)があります。クロックスキュー(clock skew)は、クロックが各

シーケンシャル・エレメントのクロックポートに到着する時間差を指しま

す。 

3.5 一般的なタイミングチェック 

静的タイミング解析では、通常以下の 3つの項目がチェックされ、配

置配線プロセスに関するアドバイスが提供されます。これにより、ユーザ

ーのタイミング要件をよりよく満たすことができるようになります。 

3.5.1セットアップ時間(setup time)とホールド時間(hold time)のチェッ

ク 

 セットアップ時間：有効クロックエッジの前にデータが保持されてい

なければならない最小時間。この時間が満たされていない場合、デー

タを正しくサンプリングできません。 

 ホールド時間：有効クロックエッジの後にデータが保持されていなけ

ればならない最小時間。この時間が満たされていない場合、データを

正しくサンプリングできません。 

3.5.2リカバリ時間(recovery time)とリムーバル時間(removal time)のチ

ェック 

 リカバリ時間：有効クロックエッジの前に非同期クリア/セット/リセッ

ト信号が安定していなければならない最小時間。この時間が満たされ

ていなければ、フリップフロップは正常な動作状態に入ることができ

ません。 

 リムーバル時間：有効クロックエッジの後に非同期クリア/セット/リセ

ット信号が安定していなければならない最小時間。この時間が満たさ

れていなければ、フリップフロップは正常な動作状態に入ることがで

きません。 
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3.5.3最小クロックパルス(MPW)のチェック 

最小クロックパルス(MPW)：デバイス内部のフリップフロップ(例え

ば、DFF)が認識できる High及び Lowレベルの最小幅。幅がこの幅より

も小さい場合、クロックを正常に認識できなくなります。



4タイミング制約エディタ 4.1 概要 

 

SUG940-1.8.2J 9(88) 

 

4タイミング制約エディタ 

4.1 概要 

タイミング制約エディタは、複数種類のタイミングコマンドをサポー

トします。これにはクロック、入出力、パスなどの制約と、クロックレポ

ートなどのコマンドが含まれます。ユーザーはその GUIでタイミング制

約を追加できます。タイミング制約エディタの使用例については、

『Gowinソフトウェア クイックスタートガイド(SUG918)』を参照して

ください。 

4.2 タイミング制約エディタの起動 

タイミング制約エディタは、単独で使用するか、またはプロジェクト

合成後に使用することができます。 

単独で使用する場合は、「Tools> Timing Constraints Editor」をクリッ

クして起動します。合成後に使用する場合は、Gowinソフトウェアの

Processウィンドウで Synthesizeを正常に実行した後、「Process > 

Timing Constraints Editor」をダブルクリックして起動します。ネットリ

ストファイルとタイミング制約ファイルは、タイミング制約エディタに自

動的にロードされます。プロジェクトにタイミング制約ファイルがない場

合は、自動的に作成されます。 

4.3 制約ファイルの新規作成、オープン、および追加 

4.3.1制約ファイルの新規作成 

以下は、制約ファイルの新規作成手順です。 

1. 「File>New」メニューをクリックすると、ファイル新規作成のダイア

ログボックスが開きます。 

2. 「Timing Constraints File」オプションを選択します(図 4-1)。 

注記： 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG918J.pdf
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または、以下の方法で制約ファイル新規作成ダイアログボックスを開きます。 

 ツールバーの「New」アイコンをクリックします。 

 ショートカットキーCtrl + Nを使用します。 

図 4-1制約ファイル新規作成ダイアログボックスを開く 

 

 

3. 「OK」をクリックすると、タイミング制約ファイル新規作成ダイア

ログボックスがポップアップします(図 4-2)。 

図 4-2タイミング制約ファイルの新規作成 

 

 

4. ファイル名を入力して作成ディレクトリを選択し、「OK」をクリック



4タイミング制約エディタ 4.3 制約ファイルの新規作成、オープン、および追加 

 

SUG940-1.8.2J 11(88) 

 

すると、タイミング制約ファイルは作成されてプロジェクトに自動的

にロードされます。 

 Name：新規作成されたタイミング制約ファイルの名前。.sdcファイ

ルがサポートされます。 

 Create in：「Browse」ボタンをクリックして新しい制約ファイルの保

存場所を選択します。デフォルトのパスはプロジェクトディレクトリの

srcフォルダです。 

 Add to current project：このオプションを選択すると、制約ファイル

はプロジェクトに自動追加されます。デフォルトではチェックされてい

ます。 

4.3.2制約ファイルを開く 

以下は、制約ファイルを開く手順です。 

1. IDEで「File>Open」をクリックします。 

2. 「Open File」ダイアログボックスを開きます(図 4-3)。 

注記： 

または、以下の方法を使用します。 

 ツールバーの「Open」アイコンをクリックします。 

 ショートカットキーCtrl + Oを使用します。 

図 4-3タイミング制約ファイルを開く 
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3. タイミング制約ファイルが所在するディレクトリでファイルを選択し

て「Open」をクリックします。sdcファイルがサポートされます。 

注記： 

ファイルを開くことにより、ファイルがプロジェクトに自動的にロードされることはあ

りません。 

4.4.3制約ファイルの追加 

以下は、制約ファイルを追加する手順です。 

1. IDEの Designウィンドウで右クリックして、「Add Files」を選択しま

す。 

2. ポップアップする「Select Files」ダイアログボックスから「.sdc」フ

ァイルタイプを選択します(図 4-4)。 

3. 制約ファイルを選択したら、「Open」をクリックしてプロジェクトに

追加します。 

注記： 

複数のファイルを追加した場合、1つだけ有効です。 

図 4-4タイミング制約ファイルの追加 

 

4.4 タイミング制約エディタの GUI 

図 4-5は、制約ファイルを開いた後のタイミング制約エディタの GUI

です。 
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図 4-5タイミング制約エディタの GUI 

 

メインウィンドウの左上隅は、Netlist Treeウィンドウです。(図

4-6)。 

図 4-6 Netlist Treeウィンドウ 

 

Netlist Treeウィンドウには、現在のネットリストファイルの Top 

Module、I/O Ports、Nets、Primitivesが含まれています。 

 「 」：flattenリストを確認します。 

 「 」：hierarchyリストを確認します。 

メインウィンドウの中央及び右側のエリアは、制約編集エリアです
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(図 4-7)。そのうち、左側のリストはタイミング制約タイプのディレクト

リで、右側は表の編集エリアです。タイプのディレクトリで任意の制約タ

イプをクリックすると、表の編集エリアで設定済みの制約編集リストが表

示されます。 

図 4-7制約編集ウィンドウ 

 

メインウィンドウの上部のツールバーには、「New 」、「Open

」、「Save 」というボタンがあります。Newウィンドウでは、ネ

ットリストファイル「Input Netlist File」とデバイス情報「Device」を選

択することができます。 

図 4-8 Newウィンドウ 

 

 

Openウィンドウでは、ネットリストファイル「Input Netlist File」、

制約ファイル「Constraint File」、およびデバイス情報「Device」を選択す

ることができます。 
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図 4-9 Openウィンドウ 

 

4.5 タイミング制約ウィンドウを開く 

タイミング制約ウィンドウを開く方法は 2つあります。 

1. メニューバーで「Constraints」をクリックし、プルダウンリストから

タイミング制約コマンドを選択して対応するタイミング制約ウィンド

ウを開きます(図 4-10)。 

図 4-10メニューバーからタイミング制約ウィンドウを開く 

 

2. タイミング制約エディタの右側にある表で右クリックしてメニューか

らさまざまなタイミング制約コマンドを選択して対応するタイミング

制約ウィンドウを開きます(図 4-11)。 
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図 4-11右クリックしてタイミング制約ウィンドウを開く 

 

4.6 SDCファイルの編集 

Gowinソフトウェアでは、プロジェクトの SDCファイルを読み出し、

テキストエディタで制約を簡単に手動変更することができます(図 4-12)。 

SDCファイルの解析はワイルドカードをサポートします。現在「*」と

「?」の 2つのワイルドカードがサポートされています。「*」は 0文字以上

の一致を実現し、「?」は 1文字の一致を実現します。 

SDCファイルは、単一行コメントと複数行コメントをサポートします。

単一行コメントの場合は「//」または「#」を使用し、複数行コメントの場

合は「/* */」を使用します。 

図 4-12 SDCファイルの編集 

 

4.7 タイミング制約の作成 

このセクションでは、タイミング制約エディタを使用してタイミング

制約を作成する方法を解説します。作成されたタイミング制約は、プロジ

ェクトの SDCファイルに書き込まれます。タイミング制約の構文の詳細

については、付録 Aを参照してください。 
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4.7.1クロック制約 

Create Clock 

 クロックの名前、周期、周波数、立ち上がりエッジ、立ち下がりエッ

ジ、およびクロックのオブジェクトなどのパラメータを指定できま

す。 

 Gowinソフトウェアは、複数のクロックドメインの確立をサポート

し、クロスクロックドメイン解析をサポートます。 

create_clockにより、ユーザーデザインのための基本クロックを作成

できます。 

Clock制約を追加するには、2つの方法があります。 

1. 「Constraints」メニューで Clock制約を追加します。  

a). 「Constraints > Create Clock…」を選択すると「Create Clock」

ダイアログボックスがポップアップします(図 4-13)。 

図 4-13基本クロックの作成 

 

 

b). 「Clock Name」、「Waveform」、「Objects」などのクロック情報

を入力します。 

- Clock Name：クロック名。文字またはアンダースコアで始ま

ることをサポートします。 

- Period：周期、デフォルトは 10。0より大きい浮動小数点数

型、小数点以下 3桁、単位は ns。 

- Frequency：周波数、デフォルトは 100。0より大きい浮動小

数点数型、小数点以下 3桁、単位は MHz。 

- Rising：立ち上がりエッジ時点。0より大きい浮動小数点数
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型、小数点以下 3桁、単位は ns。 

- Falling：立ち下がりエッジ時点。0より大きい浮動小数点数

型、小数点以下 3桁、単位は ns。 

- Objects：オブジェクトを指定します。「 」をクリックして

選択します。 

- Add：同じソースに複数のクロックを追加する場合は、チェッ

クする必要があります。 

c). Objects右側の「 」ボタンをクリックすると、「Select 

Objects」ダイアログボックスがポップアップします(図 4-14)。 

図 4-14オブジェクトの選択 

 

 

d). 図 4-14では、「Collection」は検索されるコレクションタイプを

指定します。「Filter」はフィルターです。「Search」をクリックする

と、すべての該当する結果トは左側に表示されます。「>」ボタンを

クリックすると、選択されたアイテムは左側のリストから右側のリ

ストに追加されます。「>>」をクリックすると、すべてのアイテム

は右側のリストに追加されます。「<」をクリックすると、右側の選

択されたアイテムが削除されます。「<<」をクリックすると、右側

のすべてのアイテムが削除されます。 

e). 「OK」をクリックして Objectsの追加を完了します。 

2. Netlist Treeで Clock制約を追加します。 



4タイミング制約エディタ 4.7 タイミング制約の作成 

 

SUG940-1.8.2J 19(88) 

 

a). Netlist Treeで I/O Portまたは Netを選択します。 

b). 右クリックして「Add Clock」を選択し、クロックを追加します(図

4-15)。 

図 4-15クロックの追加 

 

 

クロックの作成完了後、Clockリストに対応する制約が追加されます

(図 4-16)。 

図 4-16クロックリスト 

 

 

このリストでは、以下の操作を行うことができます。 

 Clockの編集。「Clocks」リストの対応する制約をダブルクリックする

と Clockの編集ダイアログボックスが開くので、ダイアログで Clock

情報を編集できます。 

 Clockの削除。リストでその Clockを右クリックして「Remove」を選

択します。 

 Clockを右クリックしてその Clockの Clock Latency、Clock 

Uncertainty、I/O Delay情報を素早く設定できます(図 4-17)。 

図 4-17クロックリストの右クリック項目 
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注記： 

 制約が PLLの構成と矛盾する場合、Create Clockによって作成された制約が優先さ

れます。配置配線中に警告メッセージが表示されます。 

 Create Clockは、ダミークロックの作成をサポートしていません。 

Create Generated Clock 

 基本クロックに基づいた派生クロックを作成します。 

 この制約により、基本クロックに基づいて周波数分割、周波数逓倍、

位相シフト、デューティサイクル調整などの操作を実行することで派

生クロックを作成することができます。 

派生クロックは、基本クロックに基づいて作成する必要があります。

ユーザーデザインの任意のノードで作成できます。実際のアプリケーショ

ンでは、通常、PLLや CLKDIVなどのハードコアの出力ポートに作用し

ます。ユーザーがデザインで PLLを使用する場合、基本クロックを作成

した後、Objectsが PLL.CLKOUT、Sourceが基本クロックである派生ク

ロックを作成できます。作成された派生クロックは自動的に基本クロック

と連動します。基本クロックの属性が変更されると、派生クロックもそれ

に応じて自動的に変更されます。 

以下の 2つの方法で派生クロックを新規作成できます。 

1. 「Constraints」メニューで作成します。 

a). 「Constraints」メニューで「Create Generated Clock」を選択す

ると、「CreateGenerated Clock」ダイアログボックスがポップア

ップします(図 4-18)。 

-  Clock Name：クロック名。文字またはアンダースコアで始

まることをサポートします。 

-  Source：派生クロックのソース。右側の「 」をクリック

して選択します。 

-  Master Clock：ソースに作用するクロック。右側の「 」を

クリックして選択できます。 
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図 4-18派生クロック制約の作成 

  

 

b). Sourceの右側にある「 」をクリックして、クロックのソース

を選択します。「Source」に関連付けられたクロックは、「Master 

Clock」リストに自動的に追加されます。次に「Master Clock」を選

択します。「Master Clock」に複数のクロックがある場合、1つのみ

を選択できます。 

c). 「Relationship to source」では、」Base on frequency」の場合

は、現在作成されている派生クロックに対して周波数分割、逓倍、

オフセット、デューティサイクル、および位相の調整などを実行で

きます。」Base on waveform」の場合は、Edge listおよび Edge 

shift listを併用することにより、派生クロックのエッジ調整を実現

できます。 

-  Divide by：分周値。正の整数。 

-  Phase：位相。浮動小数点数型、小数点以下 3桁。負の数の

場合は左にシフトされ、正の数の場合は右にシフトされま

す。 
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-  Multiply by：逓倍値。正の整数。 

-  Offset：オフセット。浮動小数点数型、小数点以下 3桁。負

の数の場合は左にシフトされ、正の数の場合は右にシフトさ

れます。 

-  Duty cycle：デューティサイクル。浮動小数点数型、小数点

以下 3桁。100以下。 

-  Edge list：順番に増加する正の整数。 

-  Edge shift list：浮動小数点数型、小数点以下 3桁。 

d). 「Invert waveform」はクロックの反転を実現します。「Add」は

さらなる追加を実現できます。これは STAの際にも有効です。 

e). Objectsの右側にある「 」ボタンをクリックし、「Select 

Objects」ダイアログボックスがポップアップします。オブジェクト

を選択します。 

注記： 

 Clockがない Sourceを選択した場合、Sourceを再選択する必要がありません。 

 制約が PLLの構成と矛盾する場合、Create Generated Clockによって作成された制

約が優先され、配置配線中にも警告メッセージが表示されます。 

2. Clocksリストで Generated Clockを作成します。Clocksリストの空

白で右クリックし、「Create Generated Clock」を選択して Generated 

Clockを作成します(図 4-19)。 

図 4-19 Create Generated Clockを選択 

 

 

追加後、テーブルの編集エリアに新規作成された制約が追加されま

す。 

このリストでは、以下の操作を行うことができます。 

 Generated Clock制約の編集。「Clocks」リストの対応する制約をダブ

ルクリックすると Generated Clockの編集ダイアログボックスが開く

ので、ダイアログで Generated Clock情報を編集できます。 

 Generated Clockの削除。表編集エリアでこの Cｌockを選択し、右ク

リックで「Remove」を選択します。 

Set Clock Latency 

 クロック信号がデバイスのクロックポートに到着する前の遅延を設定
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するために使用され、パラメータを選択することで、クロックの立ち

上がりエッジ/立ち下がりエッジがアクセスポイントに到着する最大/

最小遅延をそれぞれ正確に設定できます。 

 クロック遅延にはネットワーク(network)遅延とソース(source)遅延の 2

種類があります。 

- ネットワーク(network)遅延はデバイス内部のクロックパスの

遅延です。 

- ソース(source)遅延はデバイス外部のクロックパスの遅延で

す。 

 クロックのネットワーク(network)遅延は Gowinソフトウェアにより自

動的に計算されるため、ユーザーはソース(source)遅延を設定するの

みです。 

クロックソース(外部水晶発振器など)からデバイスのクロックポート

までのクロック信号の遅延は、クロックのソース遅延と呼ばれます。この

遅延値は、Gowinソフトウェアでは自動的に取得できず、デフォルトは

0nsです。ユーザーがソース遅延が 2nsであることを知っている場合、

Delay Valueを 2nsに構成することができます。Gowinソフトウェアは、

タイミング解析を実行するときにこの 2nsを自動的に計算に入れ、タイ

ミングレポートでの Setup、Holdレポートの Tclデータに反映します。 

以下の 2つの方法で Clock Latency制約を新規作成できます。 

1. 「Constraints」メニューで Clock Latency制約を新規作成します。

「Constraints」メニューで「Set Clock Latency」を選択すると、「Set 

Clock Latency」ダイアログボックスがポップアップします(図 4-20)。

Latency情報を入力し、「OK」をクリックして制約を保存します。 

 Earlyと Late：それぞれ最小遅延と最大遅延を示します。 

 Riseと Fall：それぞれ立ち上がりエッジ有効と立ち下がり有効を示し

ます。Bothは両者有効を示します。 

 Delay value：クロックの遅延値。浮動小数点数型、小数点以下 3桁、

単位は ns。 

 Objects：右側の「 」をクリックして選択します。クロックの入力

ポートまたはクロックを指定します。 

 Clocks：右側の「 」をクリックして選択します。対象クロックを

示します。 
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図 4-20クロック遅延の設定 

 

 

2. Clocksリストから Clock Latency制約を新規作成します。 

Clocksリストで Clockを右クリックして Set Clock Latencyを選択

し、この Clockの Latency情報を設定します。Objectsは自動的にこのク

ロックとして指定されます。 

Set Clock Uncertainty 

 クロック伝送の解析に用いる、クロックのばらつきまたはオフセット

を設定します。 

 setupと holdに対してそれぞればらつきを設定できます。また、クロ

ックの立ち上がりエッジと立ち下がりエッジの伝送に対してそれぞれ

ばらつきを設定することもできます。 

 ユーザーは、この制約を通じてクロックジッタ(jitter)、ペシミズム

(pessimism)などを Gowinソフトウェアに通知することでタイミング

計算に影響を与えることができます。 

時間とともにクロックのばらつきが生じないことが理想的ですが、通

常、クロックのばらつきは避けられません。Gowinソフトウェアは、デ

フォルトでばらつき値を計算に入れます。ユーザーは、実際のハードウェ

アの使用環境に応じて、より適切なばらつき値を設定することもできま

す。例えば、デバイスが強い磁気環境で動作し、ユーザーがばらつき値が

0.2 nsであることを知っている場合、Uncertaintyを 0.2 nsに設定しま

す。その結果については、Setup、Holdレポートの tUncを参照してくだ

さい。 

以下は、Clock Uncertaintyの新規作成の手順です。 

1. 「Constraints」メニューで「Set Clock Uncertainty」を選択すると、

「Set Clock Uncertainty」ダイアログボックスがポップアップします

(図 4-21)。 

 From clock：送信側のクロックを示します。右側の「 」をクリック
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して選択します。 

 To clock：受信側のクロックを示します。右側の「 」をクリックし

て選択します。 

 Uncertainty：浮動小数点数型、小数点以下 3桁、単位は ns。クロッ

クのばらつき値を設定します。 

 Analysis type：解析のタイプを示します。 

図 4-21ばらつきの設定 

  
 

2. 左側のプルダウンリストで Fromのタイプ(From clock、Rise from、

Fall from)と Toのタイプ(To clock、Rise to、Fall to)を選択し、右側の

プルダウンリストで現在のすべての作成済み Clockからオブジェクト

の Clockを選択します。 

3. 情報の入力が完了後、「OK」をクリックして制約を保存すると、

Uncertaintyの追加が完了します。 

Set Clock Group 

 各クロック間の関係を指定します。 

 デフォルトではグループメンバー間は関係しており、各グループ間は

関係していません。 

 デフォルトでは、Gowinソフトウェアは、デザイン内のすべてのクロ

ックが同じグループに属し、すべて関連していると想定しています。 

この制約は通常、相互に排他的または非同期のクロックの制約に使用

されます。たとえば、デザインには異なる周波数の 2つのクロック CLK1

と CLK2があります。この 2つのクロックは 2:1マルチプレクサを介して

シーケンシャルロジックを駆動するので、相互に排他的になります。この

場合、ユーザーはこの制約を利用して、CLK1および CLK2を 2つの異な

るグループに制約して無関係なタイミング解析を実行できます。 

この制約文を使用して、クロック間の関係を厳密に指定し、非同期ま

たは相互に排他的なクロックに対してクロックグループ制約をかけること

をお勧めします。 
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新しい Clock Groupを作成する方法は次のとおりです。 

1. 「Constraints」メニューで「Set Clock Groups」を選択すると「Set 

Clock Groups」ダイアログボックスがポップアップします(図 4-22)。 

 Group：右側の「 」をクリックして選択します。グループ内のクロ

ックを示し、少なくとも 1つのクロックを指定する必要があります。 

 Set Mutex Clocks：複数のクロックグループを一度に設定するために

使用されます。 

 Add：Group項目をもう 1つ追加します。 

 Exclusiveは、クロックが相互に排他的であり、クロックが同時に有

効ではないことを示します。たとえば、Clock0と Clock1は MUX2を経

由したあと、1つのクロックのみが出力されます。 

 Asynchronousは、クロックが非同期であり、クロックのクロックソ

ースが異なることを示します。 

図 4-22クロックグループの設定 

 

2. 「 」ボタンをクリックし、Groupの Clockを選択します。追加し

た Groupを削除したい場合、対応する項目の右にある「 」ボタン

をクリックします。 

3. 「OK」をクリックして制約を保存します。 

注記： 

オプション「Exclusive」と「Asynchronous」は、同じ効果を持ちます。 

4.7.2 I/O遅延制約 

set_input_delay 

データ入力の遅延値を設定し、データ到着とクロック到着の間の時間

関係を分析します。ユーザーは適切な入力遅延値を設定する必要がありま

す。ソフトウェアはこの設定された遅延値に従ってスラックを分析しま
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す。 

注記： 

Gowinソフトウェアによって生成されたタイミングレポートでは、入力遅延タイプは

「tIn」です。 

set_output_delay 

データ出力の遅延値を設定し、データ出力とクロック出力の間の時間

関係を分析します。ユーザーは適切な出力遅延値を設定する必要がありま

す。ソフトウェアはこの設定された遅延値に従ってスラックを分析しま

す。 

注記： 

Gowinソフトウェアのタイミングレポートで、出力遅延のタイプは「tOut」です。 

以下は、I/O Delay制約の新規作成方法です。  

1. 「Constraints」メニューで「Set I/O Delay」を選択すると「Set I/O 

Delay」ダイアログボックスがポップアップします(図 4-23)。 

 Clock nameは、I/Oに関連付けられたクロックの名前を示します。こ

れは既存のクロックである必要があります。右側の「 」をクリックし

て選択します。 

 Optionsでは、遅延タイプ、最大および最小遅延、クロックエッジな

どを構成することができます。 

 Input delay、Output delay：それぞれ入力遅延および出力遅延で、相

互に排他的です。 

 Minimum、Maximum：I/Oの最小遅延および最大遅延です。Bothは、

2つの遅延値が同じであることを意味します 

 Rise、Fall：それぞれ立ち上がりエッジ有効と立ち下がり有効を指定

します。Bothは両者有効を示します。 

 Delay value：I/Oの遅延値を設定します。浮動小数点数型、小数点以

下 3桁、単位は ns。負の場合は早期到着を意味し、正の場合は遅延到着

を意味します。 

 Objects：入出力ポートを指定します。右側の「 」ボタンをクリッ

クして選択してください。 

 Add delay：同じポートに遅延値を追加するために使用されます。同

じポートに複数の遅延値が存在する場合、ソフトウェアは Setup解析に

最大値を、Hold解析に最小値を選択します。このオプションが指定され

ていない場合、同じポートの同じ制約が上書きされます。 

 Use falling clock edge：チェックされている場合、関連クロックの立

ち下がりエッジに関連していることを示します。デフォルトは立ち上が

りエッジに関連しています。 
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 Source Latency include：チェックされている場合、設定された遅延値

にクロックの遅延値がすでに含まれていることを意味します。チェック

されていない場合、Gowinソフトウェアは計算にクロックの遅延値を入

れます。 

図 4-23 I/O Delay制約の作成 

 

 

2. 構成が完了後、「OK」をクリックして制約を保存します。 

4.7.3タイミング例外制約 

タイミング例外を使用することにより、ユーザーは特定のパスのデフ

ォルトの静的タイミング解析ルールを変更できます。set_false_path、

set_multicycle_path、set_max_delay、および set_min_delayの 4つのタ

イミング例外制約コマンドがあります。 

Set False Path 

Gowinソフトウェアはデフォルトですべてのタイミングパスを解析

します。この制約文を使用して、解析する必要のないパス(つまり、非ク

リティカルパス)を指定できます。これはタイミング例外制約文です。こ

れを使用して解析する必要のないパスを指定することをお勧めします。 

一般に、解析不要なタイミングパスには 2つがあります。 

 テスト回路など、デザインの通常の動作に関係しないシーケンシャル

回路。 

 非同期クロックドメイン・クロッシングのパス。例えば、フリップフ

ロップ Aとフリップフロップ Bがあり、Aがデータを Bに出力し、A
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および Bがそれぞれ非同期クロック CLK1と CLK2によって駆動され

る場合、Fromは CLK1、Toは CLK2として構成すると、Gowinソフ

トウェアは CLK1 launchから CLK2 latchのパスを解析しないように

なります。 

以下は、False Path制約の新規作成方法です。 

1. 「Constraints > Set False Path」を選択すると、「Set False Path」ダ

イアログボックスがポップアップします(図 4-24)。 

 Analysis typeは、Setupまたは Holdに対するチェックを指定しま

す。Bothは両者に対するチェックを示します。 

 Fromはパスの始点を指定します。 

 Toはパスの終点を指定します。 

 Throughは、パスの通過点またはネットを指定します。  

注記： 

From、To、および Throughは、単独で使用するか、併用することができます。 

図 4-24 False Path制約の作成 

 

2.  右側の「 」を右クリックし、From、To、および Throughに対応

する Objectを選択します(図 4-14)。 

Set Max/Min Delay 

パス上の最大遅延値と最小遅延値を指定します。 

通常、ピン間の遅延解析で使用されます。例えば、データが入力ポー

ト Aから組み合わせ回路を経由してポート Bに出力される場合、デフォ

ルトで Gowinソフトウェアはポート Aからポート Bへのパスを解析およ

び報告しません。ユーザーは、この制約を使用して、Aから Bまでの適

切な遅延値を指定することができます。Gowinソフトウェアは、ユーザ

ーが指定したパスを自動的に計算、解析、報告します。最大遅延が指定さ

れている場合は、Setup解析レポートで報告され、最小遅延が指定されて

いる場合は、Hold解析レポートで報告されます。 
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以下は、Max/Min Delay制約の新規作成方法です。 

1. 「Constraints>Set Max/Min Delay」を選択すると、「Set Max/Min 

Delay」ダイアログボックスがポップアップします(図 4-25)。 

 From：パスの始点を指定します。右側の「 」をクリックして選択

します。 

 To：パスの終点を指定します。右側の「 」をクリックして選択し

ます。 

 Through：パスの通過点またはネットを指定します。右側の「 」を

クリックして選択します。 

 Delay value：ユーザーが指定した遅延値。浮動小数点数型、小数点以

下 3桁、単位は ns。 

注記： 

From、To、および Throughは、単独で使用するか、併用することができます。 

図 4-25 Max/Min Delay制約の作成 

  

 

2. 上図に従って構成します。Delay情報の入力後、「OK」をクリックし

て作成を完了します。 

Set MultiCycle Path 

デフォルトでは、Gowinソフトウェアはシングルサイクルのクロッ

ク解析を実行します。つまり、セットアップ時間のチェックは、ソースク

ロックエッジの次のクロックサイクルの有効クロックエッジで行われま

す。この方法は特定のタイミングパスには適用できません。論理設計回路

解析がその最も典型的な例です。論理回路は計算が複雑であるか、パスが

長いです。この場合、データが安定した状態になるには、1クロック以上

の時間がかかります。 

例えば、タイミングパス Path_Aのデータが安定するまでに 2サイク
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ルが必要な場合、ユーザーは Valueを 2に設定する必要があります。その

結果については、Setup、Holdレポートを参照してください。 

注記： 

 マルチサイクルパスのコマンド設定は、セットアップ時間(setup)とホールド時間

(hold)に一定の影響を与えます。-setupまたは-holdオプションが指定されていない

場合、Gowinソフトウェアはデフォルトで-setupを選択します。setup値が設定さ

れている場合、hold値はその影響を受けません。 

 Gowinソフトウェアはデフォルトで holdの自動修正機能を提供します。ユーザーが

hold値を指定した場合、Gowinソフトウェアはユーザーが設定した制約を優先しま

す。 

以下は、Multicycle Path制約の新規作成方法です。 

1. 「Constraints>Set Multicycle Path」を選択すると、「Set Multicycle 

Path」ダイアログボックスがポップアップします(図 4-26)。 

 Reference clockは、リファレンスクロックが開始クロックかラッチ

クロックかを示します。 

 Analysis typeは、Setupまたは Holdのチェックを示します。 

 From：パスの始点を指定します。右側の「 」をクリックして選択

します。 

 Through：パスの通過点トを指定します。右側の「 」をクリックし

て選択します。 

 To：パスの終点を指定します。右側の「 」をクリックして選択し

ます。 

 Value：マルチサイクルの数を指定します。正または負の整数。負の

場合は繰り上げを意味し、正の場合は繰り下げを意味します。 

注記： 

From、To、および Throughは、単独で使用するか、併用することができます。 
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図 4-26 Multicycle Path制約の作成 

 

 

2. 構成したあと、「OK」をクリックして制約を保存します。 

4.7.4動作条件の制約 

スピードグレード、モデルタイプなどを指定できます。デフォルトで

は、Gowinソフトウェアは、Setup解析を実行するときに Slow Model(低

速遅延モデル)を使用し、Hold解析を実行するときに Fast Model(高速遅

延モデル)を使用します。 

また、ユーザーは、タイミングモデルの使用をカスタマイズすること

もできます。たとえば、高温で電力が不安定な場合、低速遅延モデルを指

定することができます。完了後、STA Tool Run Summaryで使用されてい

る遅延モデルを確認できます。 

「Constraints>Set Operating Conditions」を選択すると、「Set 

Operating Conditions」ダイアログボックスがポップアップします(図

4-27)。 

 Gradeには、Commercial(コマーシャル)、Industrial(インダストリア

ル)、Automotive(オートモーティブ)があります。 

 Modelには、低速および高速があります。 

 Holdと Setupは、ホールド時間適用またはセットアップ時間適用を示

します。 

 Maxと Minの機能はそれぞれ Setupと Holdと同様です。 

 Max-Minは、Maxと Minを同時に選択することと同じです。 
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図 4-27 Operating Conditions制約の作成 

  

注記： 

 設定された Gradeと Speedがチップの型番と一致しない場合、実際の制約が優先

されます。 

 実際の制約の Gradeと Speedが現在のプロジェクトをサポートしていない場合、

警告メッセージが表示されます。 

 Setupのみが選択されている場合、Holdは、Setupの場合の Grade-Speedに従って

分析されます。 

 Holdのみが選択されている場合、Setupは、Holdの場合の Grade-Speedに従って

分析されます。 

 エンジニアリングサンプル(ES)の場合、タイミング解析はデフォルトで最も遅いス

ピードグレードで実行されます。ユーザーは必要に応じてスピードグレードを設定

できます。 

4.7.5 タイミングレポート内容の制約 

Report Timing 

設定されたパラメータに従って、対応するレポート内容を出力しま

す。これにより、より具体的なタイミングレポートと解析を実現できま

す。 

たとえば、Gowinソフトウェアはデフォルトで 25の Setup解析パス

を報告します。ユーザーが 35の最悪の Setupパス解析情報を見たい場

合、図 4-29の「Max Paths」に 35を直接入力します。その結果について

は、Setup、Holdレポートを参照してください。 

その操作手順は以下のとおりです。 

1. メインウィンドウで「Timing Constraints > Report Timing」を選択

し、空白スペースで右クリックすると、「Create Report」が表示され

ます。 
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図 4-28 Report Timingの新規作成 

 

 

2. 「Create Report」を選択すると、図 4-29に示すダイアログボックス

がポップアップします。 

 Pathは、タイミングレポートの最大パス数(Max Paths)、最大共通パ

ス数(Max Common Paths)、最大および最小ロジックレベル(Max/Min 

Logic Level)を指定します。全部正の整数です。 

 Clocksは、タイミングレポートパスの関連クロックを指定します。

From/To Clockはそれぞれ送信クロックとサンプリングクロックを指定

します。右側の「 」をクリックして選択します。 

 Objectsは、解析の開始と終了のオブジェクトを指定します。右側の

「 」をクリックして選択します。 

 Analysis Typeには、セットアップ時間(Setup)、ホールド時間(Hold)、

リカバリ時間(Recovery)、およびリムーバル時間(Removal)があります。 

 Module Instanceは、モジュールのインスタンスを指定します。右側

の「 」をクリックして選択します。 
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図 4-29 Report Timingダイアログボックス 

 

 

3. 構成したあと、「OK」をクリックして保存します。 

Report High Fanout Nets 

Netのファンアウト数を報告します。デフォルトでは、最大の 10個

のレポートが報告されます。 

例えば、ユーザーは、ファンアウトが 5〜7の Netを表示したい場

合、Min Fanoutを 5、Max Fanoutを 7と指定できます。生成されたレポ

ートは、High Fanout Nets Reportで確認できます。 

その操作手順は以下のとおりです。 

1. メインウィンドウで「Timing Constraints>Report High Fanout Nets」

を選択します。 

2. 右側の空白で右クリックすると、「Create Report」が表示されます(図

4-30)。 
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図 4-30 Report High Fanout Netsの作成 

  

3. 「Create Report」を選択すると、図 4-31に示すダイアログボックス

がポップアップします。 

 Max Netは、レポートの最大数を指定します。 

 Min Fanoutと Max Fanoutは、それぞれファンアウトの下限と上限を

指定します。正の整数です。 

 Report Clock Netは、シーケンシャル・エレメントのクロック入力に

接続されている Netを報告します。 

 Report Set/Resetは、シーケンシャル・エレメントのリセット入力に

接続されている Netを報告します。 

 Ascendingは Netのソート順を指し、デフォルトでは昇順が採用され

ています。 

図 4-31 Report High Fanout Netsダイアログボックス 

  

 

4. 構成したあと、「OK」をクリックして保存します。 
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Report Route Congestion 

密集レベルを報告します。デフォルトでは、最悪の 10個の Gridが報

告されます。 

これは通常、特定の Gridの配線の密集レベルの報告に使用されま

す。例えば、ユーザーが Grid R4C4の密集レベルを報告したい場合は、

Grid Locationを R4C4と指定します。生成されたレポートは、Route 

Congestions Reportで確認できます。 

その手順は以下のとおりです。 

1. メインウィンドウで、「Timing Constraints>Report Route 

Congestion」を選択します。 

2. 右側の空白で右クリックすると、「Create Report」が表示されます(図

4-32)。 

図 4-32 Report Route Congestionの作成 

  

3. 「Create Report」を選択すると、図 4-33に示すダイアログボックス

がポップアップします。 

 Max Grid Numberはレポートの数を指定します。 

 Min、Max Route Congestionは、それぞれ配線の密集レベルの下限と

上限を指定します。浮動小数点数型、小数点以下 3桁。 

 Grid Locationは、報告される Gridを指定します(例えば、R4C4)。 
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図 4-33 Report Route Congestionダイアログボックス 

 

 

4. 構成したあと、「OK」をクリックして保存します。 

Report Min Pulse Width 

最小パルス幅を報告します。デフォルトでは、10個のレポートが報

告されます。ユーザーはこの制約文を使用して、特定の範囲内のパルス幅

または特定のオブジェクトでのパルス幅を報告できます。例えば、フリッ

プフロップのインスタンス Reg11_Zの場合、ユーザーは Objectsを

Reg11_Zとして指定できます。生成されたレポートは、Minimum Pulse 

Width Reportで確認できます。 

手順は以下のとおりです。 

1. メインウィンドウで「Timing Constraints>Report Min Pulse Width」

を選択します。 

2. 右側の空白で右クリックすると、「Create Report」が表示されます(図

4-34)。 

図 4-34 Report Min Pulse Widthの作成 
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3. 「Create Report」を選択すると、図 4-35に示すダイアログボックス

がポップアップします。 

 Max Clock Pathは、レポートの最大数を指定します。正の整数です。 

 Minimum、Maximum Pulse Widthは、報告されるパルス幅の下限と上

限を指定します。浮動小数点数型、小数点以下 3桁。 

 Detailは、詳細なパスを報告するかどうかを指定します。 

 Objectsは、報告する必要のあるシーケンシャル・エレメントを指定

します。DFFなどのフリップフロップのみがサポートされます。右側の

「 」をクリックして選択します。 

図 4-35 Report Min Pulse Widthダイアログボックス 

  

 

4. 構成したあと、「OK」をクリックして保存します。 

Report Max Frequency 

最大動作周波数を報告します。デフォルトでは、Gowinソフトウェ

アは Top層のクロックの最大周波数のみを報告します。ユーザーは、特

定のモジュールの最大動作クロック周波数のレポートを指定できます。こ

のモジュールの最大動作クロック周波数のクリティカルパスは、このモジ

ュール内に限定されるものではなく、このモジュールの同期に関連するも

のです。 

その操作手順は以下のとおりです。 

1. メインウィンドウで「Timing Constraints > Report > Report Max 

Frequency」を選択します。 

2. 右側の空白で右クリックすると、「Create Report」が表示されます(図

4-36)。 
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図 4-36 Report Max Frequencyの新規作成 

 

3. 「Create Report」を選択すると、図 4-37 に示すダイアログボックス

がポップアップします。「Module Instance」はモジュールのインスタ

ンスの名前です。右側の「 」をクリックして選択します。 

図 4-37 Report Max Frequencyダイアログボックス 

 
 

4. 構成したあと、「OK」をクリックして保存します。 

Report Exception 

例外制約文の影響を受けるタイミングパスをさらに制約して、ユーザ

ーが関心のあるタイミングパスを報告します。 

その手順は以下のとおりです。 

1. メインウィンドウで「Timing Constraints > Report > Report 

Exception」を選択します。 

2. 右側の空白で右クリックすると、「Create Report」が表示されます(図

4-38 )。 
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図 4-38 Report Exceptionの作成 

 

3. 「Create Report」を選択すると、図 4-39 に示すダイアログボックス

がポップアップします。 

注記： 

各オプションの詳細については、Report Timingを参照してください。 

図 4-39 Report Exceptionダイアログボックス 

 

 

4. 構成したあと、「OK」をクリックして保存します。 

4.7.6 その他の制約 

Create Derive Clocks 

 デザインのためにグローバルのクロックを作成します。 

 最大 1200MHzまでの周波数設定をサポートします。 
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Derive Clocks制約を追加するには、2つの方法があります： 

1. 「Constraints」メニューで Derive Clocks制約を追加します。 

a). 「Constraints > Create Derive Clocks…」を選択すると「Create  

Derive Clocks」ダイアログボックスがポップアップします(図

4-40)。 

図 4-40 Create Derive Clocks 

 

b). 情報を入力します。 

- Frequency(Mhz)：グローバルの周波数、1200以下の正の浮動

小数点数、小数点以下 3桁。 

2. 「Others > Create Derive Clocks」で「Derive Clocks」を作成しま

す。空白で右クリックし、「Create Derive Clocks」を選択して Derive 

Clocksを作成します(図 4-41)。 

図 4-41 选择 Create Derive Clocks 

  

クロックが作成されると、Derive Clocksリストには対応する制約が

追加されます(図 4-42)。 
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図 4-42 Derive Clocksリスト 

  

4.7.6保存とエクスポート 

すべての制約の編集が完了後、「File>Save」または「File>Save As」

をクリックすると、現在のタイミング制約エディタの制約情報がタイミン

グ制約ファイル(.sdc)に保存されます。タイミング制約ファイルの内容形

式は、付録 A.タイミング制約構文仕様を参照してください。 

4.8 タイミング制約の優先度 

Gowinソフトウェアにより提供されるタイミング制約の優先度は次

に示すとおりです(低い順)。 

1. create_clockと create_generated_clock 

2. set_multicycle_path 

3. set_max_delayと set_min_delay 

4. set_false_path 

5. set_clock_groups 

注記： 

同じタイミングパスで競合が生じる可能性のあるタイミング制約のみが優先度で並べ替

えられます。言及されていない他の制約の場合は、異なるタイプの制約間の競合が生じ

ません。
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5タイミングレポート 

このセクションでは、GOWINセミコンダクターの静的タイミング解

析のレポートについて説明します。図 5-1に示すように、レポートは左側

のナビゲーションバーと右側のコンテンツバーからなり、要件を満たさな

い項目は赤で表示されます。 

図 5-1 静的タイミング解析レポート 

 

5.1 Timing Summaries 

タイミングサマリ(Timing Summaries)は、STA Tool Run Summary、

Clock Summary、Max Frequency Summary、および Total Negative Slack 
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Summaryの 4つの部分で構成されています(図 5-2)。 

図 5-2 Timing Summaries 

 

 

5.1.1 STA Tool Run Summary 

 Setup Delay Model：セットアップ時間の解析のために使用されるデー

タモデル。デフォルトでは、Slowモデル(つまり、高温と低圧)が使用

されます。 

 Hold Delay Model：ホールド時間の解析のために使用されるデータモ

デル。デフォルトでは、Fastモデル(つまり、低温と高圧)が使用され

ます。 

 Numbers of Paths Analyzed：静的タイミング解析パスの数。図 5-3に

示すように、Path1、Path2、および Path3という合計 3つのタイミ

ングパスが解析されました。 

 Numbers of Endpoints Analyzed：解析されたタイミングパス終点の

数。図 5-3に示すように、Endpoint1、Endpoint2、Endpoint3という



5タイミングレポート 5.1 Timing Summaries 

 

SUG940-1.8.2J 46(88) 

 

合計 3つの終点が解析されました。 

 Numbers of Falling Endpoints：立ち下がりエッジ・トリガの終点の

数。図 5-3に示すように、reg12は立ち下がりエッジ・トリガの

DFFNであるため、終点 Dは立ち下がりエッジ・トリガの終点となり

ます。 

 Numbers of Setup Violated Endpoints：セットアップ時間を満たさな

い終点の数。 

 Numbers of Hold Violated Endpoints：ホールド時間を満たさない終点

の数。 

図 5-3 Path & Endpoints 

 

5.1.2 Clock Summary 

ユーザーデザインのすべてのクロックを報告します。デザイン内のク

ロックが制約されていない場合、ソフトウェアはデフォルトのクロックを

作成します。Aroraファミリーの場合、クロック周波数はデフォルトで

100MHz、LittleBeeファミリーの場合、クロック周波数はデフォルトで

50MHzです。また、GAOを含むデザインの場合、TCKの周波数は

20MHzです。 

 NO.：番号。 

 Clock Name：クロックの名前。デフォルトでクロックを作成する際、

クロック名が重複している場合、Gowinソフトウェアは自動的にサフ

ィックス「_gowin」を追加します。PLL、OSC、および CLKDIVタイ

プの場合、Gowinソフトウェアはデフォルトでクロック名にサフィッ

クス「.default_gen_clk」を追加します。 

 Type：Baseと Generatedの 2つのタイプがあります。Baseは基本ク

C

D

Q

DFF

C

D

Q

DFFN

clk

din

dout

reg11

reg12

Path2

Path1

Path3

Endpoint1

Endpoint2
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Falling edge trigger
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ロックを表し、Generatedは派生クロックを表します。 

 Period：クロックサイクル。 

 Frequency (MHz) ：クロック周波数(MHz)。 

 Rise：クロックの立ち上がりエッジ時間。 

 Fall：クロックの立ち下がりエッジ時間。 

 Source：クロックソース。port、pin、net、regから取得できます。 

 Master：クロックの派生元のクロック。マスタークロック。 

 Objects：port、pin、net、regなどのクロックオブジェクト。 

5.1.3 Max Frequency Summary 

 NO.：番号。 

 Clock Name：タイミングモデルを駆動するクロックの名前。 

 Constraint：SDC制約のクロック周波数、または SDC制約なしの場合

のデフォルトのクロック周波数。 

 Actual Fmax：配置配線の後に Gowinソフトウェアの分析による最大

の実際の周波数。 

 Logic Level：クロックによって駆動される最悪のタイミングパスのロ

ジックレベル数。 

 Entity：最大周波数のモジュール。デフォルトは TOPです。 

注記： 

 配置配線の後にクロックがタイミングモデルを駆動しない場合は、「No timing paths 

to get frequency of *」が表示されます。 

 最大クロック周波数レオートでは、同じクロックで駆動されるタイミングモデル(派

生クロックを含む)のクロックのみが報告されます。 

 Gowinソフトウェアがより正確な解析を実行できるように、デザインに完全なタイ

ミング制約を追加することをお勧めします。 

5.1.4 Total Negative Slack Summary 

 Clock Name：クロックの名前。 

 Analysis Type：Setupと Holdの 2種類があります。 

 Endpoints TNS：クロック(ClockNameに対応)によって駆動されるタ

イミングパスの終点スラックが負の場合の合計時間。同じ終点を持つ

パスに対しては、最悪のパスのみが集計されます。 

 Number of Endpoints：クロック(ClockNameに対応)によって駆動され

るタイミングパスの終点スラックが負の場合の合計終点数。同じ終点
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を持つパスに対しては、最悪のパスのみが集計されます。 

注記： 

同じクロックで駆動されるタイミングモデルのみが報告されます。 

5.2 Timing Details 

5.2.1 Path Slacks Table 

Path Slacks Tableは、Setup Paths Table(セットアップ時間パス解析

テーブル)、Hold Paths Table(ホールド時間パス解析テーブル)、Recovery 

Paths Table(リカバリー時間パス解析テーブル)、Removal Paths Table(リ

ムーバル時間パス解析テーブル)で構成された、タイミングパスの静的解

析のスラックテーブルです。上記の 4種類のテーブルのヘッダー(図 5-4

参照)の説明は次のとおりです。 

 Path Number：パス番号。デフォルトの最大レポート数は 25です。 

 Path Slack：データ要求時間からデータ到着時間を引いた値であり、

この値が負の場合、タイミングは満たされません。 

 From Node：前段シーケンシャル・エレメントのタイミング解析の開

始ノード。 

 To Node：後段のシーケンシャル・エレメントのタイミング解析の終

了ノード。 

 From Clock：前段シーケンシャル・エレメントのデータ送信クロック

と送信エッジ・タイプ(立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジ)。 

 To Clock：後段のシーケンシャル・エレメントのデータ・ラッチ・ク

ロックとラッチ・エッジ・タイプ。 

 Relation：送信クロックとサンプリングクロックの時間関係を示しま

す。 

 Clock Skew：クロックスキュー。送信クロックとラッチクロックが前

段と後段のシーケンシャル・エレメントに到着する時間差を指しま

す。 

 Data Delay：データ到着パスにおけるデータ遅延です。その値は、デ

ータ到着パス全体における遅延値の一部です。 

注記： 

 解析に使用できるタイミングパスがない場合、「Nothing to report!」と表示されま

す。 

 Path Slacks Tableでは、デフォルトで最悪の 25パスが解析されます。ユーザーは

Report Timingを利用してこの 25パス以外のパスを確認できます。 

 Path Slacks Tableのデフォルト解析には、クロック・ドメイン・クロッシングのタ
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イミングパスの解析が含まれます。解析したくないパスは、Set Clock Groupまた

は Set False Pathを使用して指定できます。 

図 5-4 Path Slacks Table 

 

5.2.2 Minimum Pulse Width Table 

シーケンシャル・エレメントが認識できる最小パルス幅の静的タイミ

ング解析テーブルです。パルス幅とは、有効な High/Lowレベルの信号が

持続する時間を指します。デフォルトで最悪の 10件が報告されます。図

5-5のヘッダーについて説明します。 

 Number：番号。デフォルトは 10個報告されます。 

 Slack：シーケンシャル・エレメントが認識できる最小パルス幅のスラ

ック値。 

 Actual Width：配置配線後の静的タイミング解析後にシーケンシャル・

エレメントが認識できる実際のパルス幅。 

 Required Width：シーケンシャル・エレメントが認識できるために必

要な最小パルス幅。 

 Type：パルス幅のタイプ。Low Pulse Width(論理 Lowのパルス幅)と

High Pulse Width(論理 Highのパルス幅)の 2つのタイプがあります。 

 Clock：最小パルス幅解析用のクロック。 

 Objects：最小パルス幅解析用のシーケンシャル・エレメントのインス

タンス。 

注記： 
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最小パルス幅解析レポートがない場合、「Nothing to report!」と表示されます。 

図 5-5 Minimum Pulse Width Table 

 

5.2.3 Timing Report By Analysis Type 

Setup Analysis Report、Hold Analysis Report、Recovery Analysis 

Report、および Removal Analysis Reportの 4つのタイプの静的タイミン

グ解析があります。その中で、Setup Analysis Reportには Recovery 

Analysis Reportが含まれ、Hold Analysis Reportには Removal Analysis 

Reportが含まれます。同じ解析・計算方法が使用されます。以下にこの 4

種類の解析を紹介します。 

Setup Analysis Report 

シーケンシャル・エレメントのクロック信号の立ち上がりエッジの前

にデータが安定している時間を解析するためのセットアップ時間解析レポ

ートです。この時間が十分でない場合、データはクロックの立ち上がりエ

ッジでシーケンシャル・エレメントに安定的に供給されません。 

Gowinソフトウェアは、詳細な計算と解析を経て、データ到着時

間、データ要求時間、サンプリングクロック、送信クロックなどをユーザ

ー参照用の Setup Analysis Reportに出力します。 

このレポートは、コマンド report_timing -setupによって生成されま

す。Gowinソフトウェアは、デフォルトで 25の最悪のスラックのタイミ

ングパスを分析して報告します。レポートには、Path Summary、Data 

Arrival Path、および Path Statisticsが含まれます。 

1. Path Summary。図 5-6は静的タイミング解析のパス情報の概要で

す。その詳細は次のとおりです。 

 Slack：許容されるデータ最大遅延時間から実際のデータ到着時間を

差し引いた時間です。正の値はタイミング収束を示し、負の値はタイミ

ングが収束しないことを示します。 

 Data Arrival Time：Launch edgeが後続のシーケンシャル・エレメン

トのデータポートに到着するのにかかる時間。 

 Data Required Time：Latch edgeが後続のシーケンシャル・エレメン

トのクロックポートに到着するのにかかる時間。 

 From：前段のシーケンシャル・エレメント。 
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 To：後段のシーケンシャル・エレメント。 

 Launch Clock：開始クロック。対象エッジは、R(立ち上がりエッジ)

または F(立ち下がりエッジ)です。 

 Latch Clock：ラッチクロック。対象エッジは、R(立ち上がりエッジ)

または F(立ち下がりエッジ)です。 

図 5-6 Path Summary 

 

 

2. Data Arrival Path。図 5-7にはデータ到着パスを示します。その詳細

は次のとおりです。 

 AT：タイミングパス上の時間ポイントを指します。 

 DELAY：遅延値を示します。 

 TYPE：タイミング解析パス上のノードのタイプを示し、空の場合は

使用できないことを示します。 

注記： 

図 5-7の各 TYPEの意味は次のとおりです。 

 tCL：time of clock latency、クロックソース遅延。 

 tINS：time of module instance、インスタンス化されたモジュールの遅延。 

 tNET：time of net、netの遅延。 

 tC2Q：time of clock to quit、シーケンシャル・エレメントの内部遅延。 

 RF：現在解析されているエレメントの反転のタイプを指します。RR

は正のパルスが反転しないことを意味し、FFは負のパルスが反転しない

ことを意味し、RFは正のパルスが負のパルスに反転することを意味し、

FRは負のパルスが正のパルスに反転することを意味します。 

 FANOUT：ファンアウト。 

 LOC：現在解析されているエレメントの、デバイス内の物理的な位

置。位置情報なしの場合は DHCENなどの UNPLACEマークを使用しま

す。 

 NODE：静的タイミング解析のパス上のノード。インスタンス名とポ

ート、クロック、およびクロックエッジのアクティブ化時間(active clock 

edge time)が含まれます。 
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図 5-7 Data Arrival Path 

 

3. Data Required Path。図 5-8に示すように、データ要求パスとは、ク

ロックが有効なエッジからシーケンシャル・エレメントのクロックポ

ートに到着するまでのパスを指します。 

注記： 

図 5-8の TYPEの意味は次のとおりです。 

 tUnc：time of clock uncertainty、クロックのばらつき値。 

 tSu：time of setup、セットアップ時間。 

図 5-8 Data Required Path 

 

 

4. Path Statistics 

図 5-9にパスの統計情報を示します。 

 Clock Skew：クロックスキュー。 

 Setup Relationship：前段のシーケンシャル・エレメントのデータ送信

と後段のシーケンシャル・エレメントのデータラッチ間の時間関係。 

 Logic Level：2つのシーケンシャル・エレメント間の論理エレメント

の数。0は直接接続されていることを意味します。 

 Arrival Clock Path Delay：Data Arrival Pathのクロック遅延状況の統

計を取ります。cellは論理エレメントの遅延、routeは配線の遅延、tC2Q

はシーケンシャル・エレメントの内部遅延を表します。 

 Arrival Data Path Delay：Data Arrival Pathのデータ遅延状況の統計を

取ります。 

 Required Clock Path Delay：Data Required Pathのクロック遅延状況

の統計を取ります。 
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図 5-9 Path Statistics 

 

 

Hold Analysis Report 

図 5-10はシーケンシャル・エレメントのクロック信号の立ち上がり

エッジの前にデータが安定している時間を解析するためのホールド時間解

析レポートです。この時間が十分でない場合、データはシーケンシャル・

エレメントに安定して供給されません。Gowinソフトウェアは詳細な計

算と分析を実行し、最終的にデータ到着時間、データ要求時間、サンプリ

ングクロック、送信クロックなどをユーザー参照用のレポートに出力しま

す。このレポートは、コマンド report_timing -holdによって生成されま

す。Gowinソフトウェアは、デフォルトで 25の最悪のスラックのタイミ

ングパスを分析して報告します。レポートのヘッダーの詳細については、

Setup Analysis Reportを参照してください。 
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図 5-10 Hold Analysis Report 

 

 

Recovery Analysis Report 

図 5-11はリカバリ時間解析レポートです。リカバリ時間：シーケン

シャル・エレメントの有効クロックエッジの前に非同期クリア/セット/リ

セット信号が安定していなければならない最小時間。この時間が満たされ

ていなければ、フリップフロップは正常な動作状態に入れないことがあり

ます。リカバリー時間の解析と計算の方法はセットアップ時間と一致して

います。このレポートは、コマンド report_timing -recoveryによって生成

されます。Gowinソフトウェアは、デフォルトで 25の最悪のスラックの

タイミングパスを分析して報告します。レポートのヘッダーの詳細につい

ては、Setup Analysis Reportを参照してください。 
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図 5-11 Recovery Analysis Report 

 

 

Removal Analysis Report 

図 5-12はリムーバル時間解析レポートです。リムーバル時間：シー

ケンシャル・エレメントの有効クロックエッジの後に非同期クリア/セッ

ト/リセット信号が安定していなければならない最小時間。この時間が満

たされていなければ、フリップフロップは正常な動作状態に入れないこと

があります。リムーバル時間の解析と計算の方法はホールド時間と一致し

ています。このレポートは、コマンド report_timing -removalによって生

成されます。Gowinソフトウェアは、デフォルトで 25の最悪のスラック

のタイミングパスを分析して報告します。レポートのヘッダーの詳細につ

いては、Hold Analysis Reportを参照してください。 
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図 5-12 Removal Analysis Report 

 

5.2.4 Minimum Pulse Width Report 

最小パルス幅レポートです。Highレベルの最小パルスと Lowレベル

の最小パルスを含む、タイミング解析に関係するパス上のすべてのシーケ

ンシャル・エレメントの最小パルス幅を解析します。図 5-13に示すとお

りです。 

 Actual Width：実際のパルス幅。この値は、解析対象で実際に維持され

ているパルス幅であり、つまり Early clock Pathから Late clock Path

を引いた値です。 

 Required Width：必要な最小認識幅、つまりパルス信号が維持される

最小時間。 

 Slack：パルス幅のスラック。Actual Widthから Required Widthを引

いた値です。 

 Type：パルスのタイプ。Low Pulse Widthと High Pulse Widthの 2つ

のタイプがあります。 

 Clock：静的タイミング解析用のクロック。 
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 Objects：現在解析されているシーケンシャル・エレメント。 

 Late clock Path：パルスの開始時に解析を開始するパス。High Pulse 

Widthの場合は、論理 High信号の開始時に解析を開始するパスで

す。Low Pulse Widthの場合は、論理 Low信号の開始時に解析を開始

するパスです。 

 Early clock Path：パルスの終了時に解析を開始するパス。High Pulse 

Widthの場合は、論理 High信号の終了時に解析を開始するパスで

す。Low Pulse Widthの場合は、論理 Low信号の終了時に解析を開始

するパスです。 

図 5-13 Minimum Pulse Width Report 

 

5.2.5 High Fanout Nets Report 

High Fanout Nets Reportは、タイミング解析に関係するパス上の net

のファンアウトを解析すると同時に、この netの最小 Slackと最大遅延を

解析します。デフォルトでは 10個解析されます。図 5-14に示すとおり

です(FANOUT値の大きい順)。 

 FANOUT：netのファンアウトを示します。 

 NET NAME：net名。 

 WORST SLACK：net上の最悪のスラック。netには複数のスラックが

存在する可能性があります。 

 MAX DELAY：netの最大遅延。 
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図 5-14 High Fanout Nets Report 

 

5.2.6 Route Congestions Report 

図 5-15は配線の密集レベルレポートです。 

 GRID LOC：Gridの位置。 

 ROUTE CONGESTIONS：Grid上の配線の密集レベル。たとえば、

0.056は、5.6%の密集レベルを示します。 

 デフォルトでは、最悪の 10個が報告され、ROUTE CONGESTIONS

値の大きい順にリストされます。 

図 5-15 Route Congestions Report 

 

5.2.7 Timing Exceptions Report 

次に、実際のケースを使用してタイミング例外レポートを解説しま

す。 

図 5-16のケースに合わせた特定の SDCファイルを図 5-17に示しま

す。 
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図 5-16テストケース 

 

 

図 5-17 Timing Exceptions制約 

 

 

図 5-17に示すように、タイミング例外制約文 set_max_delayは、

sysclk1と sysclk2の影響を受けるタイミングパスの最大絶対遅延値を、

それぞれ 5nsと 4nsに設定します。set_max_delayは setup解析に影響

し、影響を受けるパスはデフォルトでタイミング例外レポートに表示され

ます。デフォルトのレポートを図 5-18に示します。 
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図 5-18 Timing Exceptions Report 

 

 

タイミング例外レポートは、デフォルトでタイミング例外制約文の影

響を受けるすべてのパスを報告します。Gowinソフトウェアは、ユーザ

ーが必要なレポートの一部のコンテンツを構成および表示し、不要なレポ

ートパスをフィルターすることを可能にする report_exception制約コマン
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ドを提供します。図 5-19に示すように、赤いボックスの最初の行では、

sysclk1の影響を受けるパスの setup解析が報告され、2番目の行では、

sysclk2の影響を受けるパスの setup解析が報告されません。 

図 5-19 report_exception文 

 

図 5-19の制約後のタイミング例外レポートを図 5-20に示します。 

図 5-20 report_exceptionレポート 

 

5.2.8 Timing Constraints Report 

図 5-21はタイミング制約レポートです。 

 SDC Command Type：静的タイミング制約コマンドのタイプ。 

 State：Invalidと Activedの 2つの値があります。Activedはコマンド

が有効であることを示し、Invalidはコマンドが無効であることを示し

ます。 

 Detail Command：SDCファイル内の対応するタイミング制約文で
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す。 

図 5-21 Timing Constraints Report 
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付録A.タイミング制約構文仕様 

Gowinのタイミング制約構文仕様は、標準の SDC（Synopsys 

Design Constraint）構文形式を参照しています。タイミング制約を実行す

ることにより、特定のタイミング要件を満たすことができます。 

ワイルドカード文字「？」と「*」の使用がサポートされています。

「?」は 1文字の一致を実現し、「*」は 0文字以上の一致(階層間の一致を

サポート)を実現します。また、複数の行に分割されるタイミング制約も

サポートされています。 

A.1クロック制約 

A.1.1 create_clock 

構文 

コマンド：create_clock 

パラメータ：-period <period_value> 

[-name <clock_name>] 

[-waveform <edge_list>] 

<objects> 

[-add] 

-period：クロックサイクルを指定します。0より大きい数(単位は ns)

に設定する必要があります。 

-name：クロック名を指定します。このパラメータは、クロックの一

意の識別マークであるため、重複した名前のクロックを作成してはなりま

せん。そうすると、後で作成されたクロックによって、最初に作成された

クロックが上書きされます。このパラメータが指定されていない場合、ク

ロックのデフォルト名は source objectsの最初のエレメント名となりま
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す。 

-waveform：クロックの立ち上がりエッジと立ち下がりエッジの時間

を指定します。この 2つの時間は次第に増える正数となり、かつ両者の差

は 1クロックサイクル未満です。通常、立ち上がりエッジが先に到着する

と指定した場合、立ち上がりエッジと立ち下がりエッジの時間はいずれも

1クロックサイクル未満に設定します。例えば「{0 5}」はこのクロックの

立ち上がりエッジが 0nsの時先に到着し、立ち下がりエッジが 5nsの時

到着することを表します。クロックの立ち下がりエッジが先に到着する場

合、立ち上がりエッジ時間を 1クロックサイクル未満、立ち下がりエッジ

時間を 1クロックサイクル以上にします。例えば周期を 10nsに設定する

と、「-waveform {5 10}」はこのクロックの立ち下がりエッジが 0nsの時

に到着し、立ち上がりエッジが 5nsの時に到着することを表します。 

-add：複数のクロックを同じソースに追加する場合、2番目以降のク

ロック作成文で-addパラメータを使用する必要があります。そうしない

場合、2番目以降のクロック作成文は無視されます(クロックは正常に作

成されません)。 

<objects>：クロックのオブジェクトを指定します。コレクション

get_ports、get_pins、get_nets、および get_regsをサポートします。ユ

ーザーの選択したクロックソースにクロックが作成済みの場合、ユーザー

は-addコマンドで新しいクロックを作成できます。ユーザーが-addコマ

ンドを使用しない場合、Gowinソフトウェアはこのコマンドを無視し、

新しいクロックは作成されません。ユーザーが create_clockコマンドを

使用してクロックを作成する時にオブジェクトを指定しない場合、Gowin

ソフトウェアはこのコマンドを無視し、クロックは正しく作成されませ

ん。 

例 

#「?」を使用して 1文字の一致(例えば、clk、cck)を実現します。 

create_clock -name ck -period 100 -waveform {0 50} [get_ports {c?k}] 

#「*」を使用して 0文字以上の一致(例えば、clk、clock)を実現しま

す。 

create_clock -name ck -period 100 -waveform {0 50} [get_ports {c*k}] 

#「*」を使用して一致(例えば、uut/rpll_inst/CLKOUT)を実現します。 

create_clock -name cck0 -period 25 -waveform {0 12.5} [get_pins 

{uut/r*_inst/CLKOUT}] 

#エスケープ文字の使用例。 

create_clock -name cck -period 25 -waveform {0 12.5} [get_pins 

{uut/¥*ll_inst/CLKOUT}] 

create_clock -name cck -period 25 -waveform {0 12.5} [get_pins 

{¥?ut/rpll_inst/CLKOUT}] 
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# 周期 10ns、立ち下がりエッジが先に到着するクロックを作成しま

す。デフォルトは、clkです。 

create_clock -period 10.000 -waveform {5 10} [get_ports {clk}] 

# デューティサイクルが 40%のクロックを作成します。 

create_clock -name clk -period 10.000 -waveform {6 10} [get_ports 

{clk}] 

#同じポートに 2つの有効クロックを追加します。 

create_clock -period 10 -name clk [get_ports {clk}] #クロック clkは正常

に作成されます 

create_clock -period 10 -name clk1 [get_ports {clk}] #-addパラメータが

ないため、コマンド 2は無視され、クロック clk1は作成されません。 

create_clock -period 20 -name clk1 -add [get_ports {clk}]#クロック

clk1は正常に作成されます 

#-addを使用することにより、4つの入力を持つ DCSのクロック出力

ポートに 4つのクロックを作成します。 

create_clock -name clk0 -period 10 -waveform {0 5} [get_pins 

{dcs_inst/CLKOUT}] 

create_clock -name clk1 -period 10 -waveform {0 4} [get_pins 

{dcs_inst/CLKOUT}] –add 

create_clock -name clk2 -period 10 -waveform {0 3} [get_pins 

{dcs_inst/CLKOUT}] –add 

create_clock -name clk3 -period 10 -waveform {0 2} [get_pins 

{dcs_inst/CLKOUT}] –add 

 

A.1.2 create_generated_clock 

構文 

コマンド：create_generated_clock 

パラメータ：[-name <clock name>] 

-source <master pin> 

[-edges <edge list>] 

[-edge_shift <shift list>] 

[-divide_by <factor>] 

[-multiply_by<factor>] 

[-duty_cycle <percent>] 
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[-add] 

[-invert] 

[-master_clock <clock>] 

[-phase <phase>] 

[-offset <offset>] 

<objects> 

-name：派生クロックの名前を指定します。このパラメータが未指定

の場合、1つ目の「source object」を派生クロックの名前とします。派生

クロック名は一意でなければならず、派生クロック名がすでに存在する場

合、以前作成された同名のクロックは上書きされます。 

-source：派生クロックのソースを指定します。ソースに複数のクロ

ックが存在する場合、「-master_clock」で特定のマスタークロックを指定

します。コレクション get_ports、get_pins、get_nets、および get_regs

をサポートします。 

-master_clock：派生クロックに対応するマスタークロックを指定し

ます。 

-edges：派生クロックのクロックエッジ時間を指定します。このパラ

メータリストは 3つの次第に増える正整数で構成され、派生クロックの最

初の立ち上がりエッジと立ち下がりエッジ、2つ目の立ち上がりエッジと

マスタークロックエッジの関係を表します。例えば、マスタークロックの

最初の立ち上がりエッジを 1、最初の立ち下がりエッジを 2、2つ目の立

ち上がりエッジを 3とし、順に計数すると、このパラメータを使用して 2

分周の派生クロックを作成する方法は「-edge {1 3 5}」です。 

-edge_shift：このパラメータは、「-edges」パラメータと併用するこ

とで-edgesパラメータによって設定されるエッジにシフトを追加しま

す。その値は、エッジが隣接するエッジを超えないように設定する必要が

あります。 

注記： 

「-edge」と「-edge_shift」は、「-invert」を除く波形調整パラメータと同時に使用でき

ません。 

-divide_by：派生クロックのマスタークロックに対する分周数を設定

します。 

-multiply_by：派生クロックのマスタークロックに対する逓倍数を設

定します。 

-duty_cycle：派生クロックのデューティサイクルを設定します。 

-add：同じソースのクロックを追加し、同時に有効にします。 
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-invert：このパラメータを使用すると、派生クロックを反転できま

す。Gowinソフトウェアは 1/2サイクルをシフトすることで反転を実現し

ます。 

-phase：マスタークロックのクロックエッジのオフセットを設定しま

す(単位は度)。 

-offset：派生クロックエッジのオフセットを設定します。 

<objects>：クロックのオブジェクトを指定します。コレクション

get_ports、get_pins、get_nets、および get_regsをサポートします。 

例 

# 「-divide_by」を用いてポート aで 2分周の派生クロックを作成し

ます。 

create_clock -period 10 [get_ports clk] 

create_generated_clock -name genClk -source [get_ports {clk}] -

divide_by 2 [get_ports {a}] 

# 「-edges」を用いてポート aで 2分周の派生クロックを作成しま

す。 

create_generated_clock -name genClk -source [get_ports {clk}] -edges 

{1 3 5} [get_ports {a}] 

#デューティサイクルが 40%の 2分周派生クロックを作成します。 

create_generated_clock -name genClk0 -source [get_ports {clk}] -

multiply_by 2 -duty_cycle 40 [get_pins {pll_out}] 

#マスタークロックの 2分周反転の派生クロックを作成します。 

create_generated_clock -name genClk1 -source [get_ports {clk}] -

divide_by 2 -invert [get_pins {pll_out}] 

# 2分周かつシフトが 90度の派生クロックを作成します。  

create_generated_clock -name genClk2 -source [get_ports{clk}] -

multiply_by 2 -phase 90[get_pins {pll_out}] 

#2分周の派生クロックを作成します。 

create_generated_clock -name genClk3 -source [get_ports {clk}] -

edges {2 4 6}[get_pins {pll_out}] 

#同じソースでマスタークロックが異なる派生クロックのペアを作成

します。 

create_clock -period 10 -name clk [get_ports {clk}] 

create_clock -period 20 -name clk1 -add [get_ports {clk}] 

create_generated_clock -name genClk -source [get_ports {clk}] -

divide_by 2 -master_clock clk -add [get_pins {pll_out}] 
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create_generated_clock -name genClk1 -source [get_ports {clk}] -

master_clock clk1 -divide_by 2 -add [get_pins {pll_out}] 

A.1.3 set_clock_latency 

構文 

コマンド：set_clock_latency 

パラメータ：-source [-rise | -fall] 

[-late | -early] 

<delay> 

[-clock <clock list>] 

<object list> 

-source：クロックソース遅延を示します。必須項目です。 

-rise | -fall：立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジの遅延を指定

します。これら 2つのパラメータを同じ文に同時に使用することはできま

せん。これら 2つのパラメータが存在しない場合、立ち上がりエッジと立

ち下がりエッジの遅延は両方ともこの文で指定された値に設定されます。 

-late | -early：最大または最小遅延を指定します。セットアップ分析

の場合、lateは launch clockに作用し、earlyは latch clockに作用しま

す。ホールド分析の場合、セットアップ分析の反対です。 

<delay>：クロックソースの遅延値を設定します。デフォルト値は 0

です。 

注記： 

lateの値は、earlyの値以上である必要があります。そうでない場合、lateに earlyの値

が割り当てられます。 

-clock：複数のクロックを作成した時、このパラメータを使用してど

のクロックに遅延を設定するかを決定する必要があります。このパラメー

タを設定しない場合、すべてのクロックに同じレイテンシを設定します。

コレクション get_clocksをサポートします。 

<source objects>：どのクロックのアクセスポイント、またはどのク

ロックに遅延の設定をするか指定します。コレクション get_clocks、

get_ports、get_pins、get_nets、および get_regsをサポートします。 

例 

create_clock -period 10 -name clk [get_ports {clk}] 

create_clock -period 10 -name clk0 [get_ports {clk}] -add 

# clkに 2nsのクロック遅延を指定します。 
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set_clock_latency -source 2 [get_clocks {clk}] 

# クロックポート上の clk0にクロック遅延を指定します。 

set_clock_latency -source 2 -clock [get_clocks {clk0}] [get_ports {clk}] 

#clk0上のクロック cckの立ち上がりエッジのクロックソース遅延を

設定し、late値と early値をそれぞれ 0.111と 0.011に指定します。 

set_clock_latency -source -rise -late 0.111 [get_ports {clk0}]  -clock 

[get_clocks {cck}] 

set_clock_latency -source -rise -early 0.011 [get_ports {clk0}]  -clock 

[get_clocks {cck}] 

#clk0上のクロック cckの立ち下がりエッジのクロックソース遅延を

設定し、late値と early値をそれぞれ 0.222と 0.022に指定します。 

set_clock_latency -source -fall -late 0.222 [get_ports {clk0}]  -clock 

[get_clocks {cck}] 

set_clock_latency -source -fall -early 0.022 [get_ports {clk0}]  -clock 

[get_clocks {cck}] 

#ワイルドカードを使用して一致(例えば：、uut/rpll_inst/CLKOUT)を

実現します。 

set_clock_latency -source 0.123 [get_pins {u?t/r*_inst/¥*OUT}]  -

clock [get_clocks {cck0}] 

A.1.4 set_clock_uncertainty 

構文 

コマンド：set_clock_uncertainty 

パラメータ：[-from <from clock>] 

[-rise_from <rise from clock>] 

[-fall_from <-fall from clock>] 

[-to <to clock>] 

[-rise_to <rise to clock>] 

[-fall_to <fall to clock>] 

[-setup | -hold] 

<uncertainty value> 

-from/-rise_from/-fall_from：ばらつきの送信側のクロックを指定しま

す。「-rise_from」と「-fall_from」でこのばらつきの有効クロックエッジ

を指定できます。コレクション get_clocksをサポートします。 
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-to/-rise_to/-fall_to：ばらつきの受信側のクロックを指定します。「-

rise_to」と「-fall_to」でこのばらつきの有効クロックエッジを指定できま

す。コレクション get_clocksをサポートします。 

-from/-rise_from/-fall_from：ばらつきがセットアップ時間またはホー

ルド時間のどちらに影響するかを指定します。同じ制約文は相互に排他的

です。どちらも指定されていない場合、両方のチェックが有効です。 

<uncertainty value>：ばらつき値。 

注記： 

少なくとも 1つの launchクロックまたは latchクロックを指定する必要があります。指

定しない場合、制約は無効です。 

例 

# clkから clkのセットアップ時間のばらつきを 0.5として設定します。 

set_clock_uncertainty -setup -from clk -to clk 0.5 

#clk0から clkのホールド時間のばらつきを 0.0として設定します。 

set_clock_uncertainty -hold -from clk0 -to clk 0.0 

#launchクロックが clk0の場合のホールド時間、セットアップ時間のばら

つきを 0.111、0.222に設定します。 

set_clock_uncertainty 0.222 -setup -from [get_clocks {clk0}]  

set_clock_uncertainty 0.111 -hold -from [get_clocks {clk0}] 

#latchクロックが clk1の場合のホールド時間、セットアップ時間のばら

つきを 0.111、0.222に設定します。 

set_clock_uncertainty 0.222 -setup -to [get_clocks {clk1}]  

set_clock_uncertainty 0.111 -hold -to [get_clocks {clk1}] 

#launchクロックが clkの場合のホールド時間、セットアップ時間のばら

つきを 0.111に設定します。 

set_clock_uncertainty 0.111 -from [get_clocks {clk}]  

A.1.5 set_clock_groups 

構文 

コマンド：set_clock_groups 

パラメータ：[-asynchronous | -Exclusive] 

[-group <clock name>] ... 
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-asynchronous | -Exclusive：クロック間の関係を非同期または相互に

排他的に指定します。 

-group：クロックを同じグループとして指定します。コレクション

get_clocksを使用して 1つ以上のクロックを収集することをサポートしま

す。 

例 

# クロック clkとクロック clk0の関係を排他的に設定します。 

set_clock_groups -exclusive -group [get_clocks {clk}] -group 

[get_clocks {clk0}] 

A.2 I/O遅延の制約 

A.2.1 set_input_delay 

構文 

コマンド：set_input_delay 

パラメータ：-clock clock_name 

[-clock_fall] 

[-rise] 

[-fall] 

[-max] 

[-min] 

[-add_delay] 

[-source_latency_included] 

<delay_value> 

<port_list> 

-clock：関連するクロックを指定します。 

-clock_fall：この入力ポートとクロックの立ち下がりエッジの関連付

けを示します。このパラメータがない場合、デフォルトはクロックの立ち

上がりエッジと関連付けられます。 

-rise/-fall：立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジデータの入力遅

延を指定します。1つだけを指定すると、もう 1つに同じ値が自動的に割

り当てられます。 

-max/-min：データの最大または最小入力遅延を指定します。それぞ
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れ setupと holdに影響します。1つだけを指定すると、もう 1つに同じ

値が自動的に割り当てられます。 

-add_delay：このタイプの複数の制約を同時に有効にします。 

-source_latency_included：外部クロック遅延が既に入力遅延に含まれ

ていることを表します。指定しない場合、外部クロック遅延は入力遅延に

含まれません。 

<delay_value>：入力遅延値を指定します。デフォルトは 0nsです。 

<port_list>：制約される入力ポート(PORT)を指定します。コレクシ

ョン get_portsをサポートします。 

例 

# ポート aの clk立ち上がりエッジに基づく入力遅延を 0.8nsに設定

します。 

set_input_delay -clock clk 0.8 [get_ports {a}] 

# すべての入力ポートの clk立ち上がりエッジに基づく遅延を 0.8に

設定します。 

set_input_delay -clock clk 0.8 [all_inputs] 

# ポート aの clk立ち下がりエッジに基づく入力遅延を 0.8nsに設定

します。 

set_input_delay -clock clk -clock_fall 0.8 [get_ports {a}] 

# ポート aの clk立ち上がりエッジに基づく 4タイプの遅延を設定し

ます。 

set_input_delay -clock clk -max -rise 1.4 [get_ports {a}] 

set_input_delay -clock clk -max -fall 1.5 [get_ports {a}] 

set_input_delay -clock clk -min -rise 0.7 [get_ports {a}] 

set_input_delay -clock clk -min -fall 0.8 [get_ports {a}] 

#-add_delayの使用例。 

set_input_delay -clock clk1 -max 1.5 [get_ports {a}] 

set_input_delay -clock clk1 -max 2.5 -add_delay [get_ports {a}] 

#ワイルドカードの使用例。 

set_input_delay -clock cck0 -max 1.4 [get_ports {d*}] 

A.2.2 set_output_delay 

構文 

コマンド：set_output_delay 
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パラメータ：-clock clock_name 

[-clock_fall] 

[-rise] 

[-fall] 

[-max] 

[-min] 

[-add_delay] 

[-source_latency_included] 

<delay_value> 

<port_list> 

-clock：出力遅延に関するクロックを指定します。 

-clock_fall：この出力遅延とクロックの立ち下がりエッジの関連付け

を指定します。指定しない場合、デフォルトで立ち上がりエッジに関連付

けられます。 

-rise/-fall：立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジに基づく出力遅

延を指定します。1つだけを指定すると、もう 1つに同じ値が自動的に割

り当てられます。 

-max/-min：データの最大または最小出力遅延を指定します。それぞ

れ setupと holdに影響します。1つだけを指定すると、もう 1つに同じ

値が自動的に割り当てられます。 

-add_delay：このタイプの複数の制約を同時に有効にします。 

-source_latency_included：外部クロック遅延が既に出力遅延に含ま

れていることを表します。 

<delay_value>：出力遅延値を指定します。デフォルトは 0nsです。 

<port_list>：制約される出力ポート(PORT)を指定します。コレクシ

ョン get_portsをサポートします。 

例 

# ポート bの外部出力遅延を 0.5nsに設定します。 

set_output_delay -clock clk 0.5 [get_ports {b}] 

# すべての出力ポートの外部出力遅延を 0.5nsに設定します。 

set_output_delay -clock clk 0.5 [all_outputs] 

#ポート bのクロック立ち下がりエッジに基づく外部出力遅延を 0.5ns

に設定します。 
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set_output_delay -clock clk -clock_fall 0.5 [get_ports {b}] 

# ポート bのクロック立ち上がりエッジに基づく外部出力遅延を設定

します。 

set_output_delay -clock clk -max -rise 0.3 [get_ports {b}] 

set_output_delay -clock clk -max -fall 0.5 [get_ports {b}] 

set_output_delay -clock clk -min -rise 0.8 [get_ports {b}] 

set_output_delay -clock clk -min -fall 0.7 [get_ports {b}] 

# パラメータ「-add_delay」によって異なるクロックエッジに基づく

外部出力遅延を同時に有効にします。 

set_output_delay -clock clk0 -min 0.5 [get_ports {b}] 

set_output_delay -clock clk0 -max 0.6 [get_ports {b}] 

set_output_delay -clock clk0 -clock_fall 0.7 -add_delay [get_ports {b}] 

set_output_delay -clock clk1 -min 0.8 -add_delay [get_ports {b}] 

set_output_delay -clock clk1 -max 0.9 -add_delay [get_ports {b}]
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A.3 タイミングパスの制約 

A.3.1 set_max_delay / set_min_delay 

構文 

コマンド：set_max_delay 

パラメータ：[-from <from list>] 

[-to <to list>] 

[-through <through_list>] 

<delay value> 

コマンド：set_min_delay 

パラメータ：[-from <from list>] 

[-to <to list>] 

[-through <through_list>] 

<delay value> 

-from：パスの始点を指定します。コレクション get_clocks、

get_ports、get_regs、get_pinsをサポートします。 

-to：パスの終点を指定します。コレクション get_clocks、

get_ports、get_regs、get_pinsをサポートします。 

-through：パスの通過点を指定します。コレクション get_pinsと

get_netsをサポートします。このパラメータを使用してピン(PIN)を収集

する場合、このピンは非シーケンシャル・エレメントのピン(PIN)である

必要があります。同一の制約では複数の「-through」パラメータを使用す

ることはできません。 

<delay value>：出力遅延値を指定します。 

注記： 

 set_max_delay制約は setup解析に影響し、set_min_delay制約は hold解析に影響

します。 

 以上の 3つのパラメータは併用するか、単独で使用することができます。この 3つ

のパラメータが指定する基本ユニットが同じパスにない時、Gowinソフトウェアは

この制約を無視し、タイミング計算に影響を及ぼしません。 

例 

 #clk0により駆動されるエレメントから clk1により駆動されるエレメ

ントまでのタイミングパスの最小遅延を 0.5nsに設定します。 
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set_max_delay -from [get_clocks {clk0}] -to [get_clocks {clk1}] 5 

#ワイルドカードの使用例。 

set_max_delay -from [get_ports {d*}] -to [get_regs {r?}] 2 

#入力ポートをピンに制約することは、setup解析に影響し、出力ポー

トをピンに制約することは、hold解析に影響します。 

set_max_delay -from [all_inputs] -to [get_pins {r*/D}] 1.234 

set_max_delay -from [get_pins {r?_s0/CLK}] -to [all_outputs] 0.989 

#すべての、クロックにより駆動されるシーケンシャル・エレメント

の最大遅延を 5nsに設定します。 

set_max_delay -from [all_clocks] 5 -to [get_ports {out*}]  

#ポート aからポート bの最大遅延を 2nsに設定します。 

set_max_delay -from [get_ports {a}] -to [get_ports {b}] 2 

#フリップフロップ reg0から clk立ち下がりエッジで駆動されるシー

ケンシャル・エレメントまでの最大遅延を 2nsに設定します。 

set_max_delay -from [get_regs {reg0}] -to [get_clocks {clk}] 2 

#clockにより駆動されるエレメントから clockにより駆動されるエレ

メントまでのタイミングパスの最小遅延を 0.5nsに設定します。 

set_min_delay -from [get_clocks {clk}] -to [get_clocks {clk}] 0.5 

#ポート aからフリップフロップ reg0の最小遅延を 0.5nsに設定しま

す。  

set_min_delay -from [get_ports {a}] -to [get_regs {reg0}] 0.5 

# フリップフロップ reg0からポート bの最小遅延を 0.5nsに設定し

ます。 

set_min_delay -from [get_regs {reg0}] -to [get_ports {b}] 0.5 

# ポート aからポート bの最小遅延を 0.5nsに設定します。 

set_min_delay -from [get_ports {a}] -to [get_ports {b}] 0.5 

#ポート aからクロック clkまでの遅延、すべてのデータポートから

関連クロックまでの遅延を設定します。 

set_max_delay -from [get_ports {a}] -to [get_clocks {clk}] 0.5 

set_max_delay -from [all_inputs] -to [all_clocks] 0.111 

A.3.2 set_false_path 

構文 

コマンド：set_false_path 

パラメータ：[-from <from list>] 
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[-to <to list>] 

[-through <through list>] 

[-setup] 

[-hold] 

-setup/-hold：現在の制約がセットアップ時間のチェックまたはホー

ルド時間のチェックのどちらに有効であるかを指定します。この 2つのパ

ラメータは相互に排他的です。指定されていない場合、setupと holdの

両方に有効です。 

-from：パスの始点を指定します。コレクション get_ports、

get_regs、ger_pins、および get_clocksをサポートします。Gowinソフト

ウェアは関連する終点を自動的に取得するので、単独で使用できます。 

-to：パスの終点を指定します。コレクション get_ports、get_regs、

ger_pins、および get_clocksをサポートします。Gowinソフトウェアは

関連する始点を自動的に取得するので、単独で使用できます。 

-through：パスの通過点またはネットを指定します。コレクション

get_pinsまたは get_netsで通過点またはネットを収集できます。このパ

ラメータリストでは複数のピン(PIN)またはネット(NET)を指定できます。

これらは同じパスまたは異なるパスにあります。同一の制約では複数の

「-through」パラメータを使用できません。 

注記： 

コレクション get_pinsを使用する場合、-fromの値はクロックピン、-toの値は非クロッ

クピン、-throughの値はデータパスの出力ピン(DFF.Qなど)または入力ピン(DFF.D、

DFF.CEなど)である必要があります。 

例 

#クロック clk0とクロック clk1により駆動されるパスの場合のタイミン

グ解析を行わないように設定します。 

set_false_path -from [get_clocks {clk0}] -to [get_clocks {clk1}] 

#フリップフロップ reg0からフリップフロップ reg1のパスの場合のタイ

ミング解析を行わないように設定します。 

set_false_path -from [get_regs {reg0}] -to [get_regs {reg1}] 

#クロック clkの立ち上がりエッジの駆動からクロック clk1の立ち下がり

エッジの駆動までのパスの場合のタイミング解析を行わないように設定し

ます。 

set_false_path –from [get_clocks {clk}] -to [get_clocks {clk1}] 

#ポート aからポート bのパスの場合のタイミング解析を行わないように

設定します。 
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set_false_path –from [get_ports {a}] to [get_ports {b}] 

#-fromを単独で使用します。setupと holdの両方に対して有効です。 

set_false_path -from [get_pins {reg0_s0/CLK}] 

set_false_path -from [get_regs {reg0_s0}] 

set_false_path -from [get_clocks {cck}] 

#-toを単独で使用します。setupに対して有効です。 

set_false_path -from [get_regs {reg0_s0}] –setup 

#-toを単独で使用します。holdに対して有効です。 

set_false_path -from [get_regs {reg0_s0}] –hold 

#-throughを単独で使用します。reg0_s0.Qを通るタイミングパスは解析

されなくなります。 

set_false_path - through [get_pins {reg0_s0/Q}] 

#-throughを単独で使用します。reg0_cを通るタイミングパスは解析され

なくなります。 

set_false_path - through [get_nets {reg0_c}] 

#」*」の使用例。  

set_false_path -from [get_regs {mi/r*0}] -to [get_regs {spi/R*}]  

#」?」の使用例。 

set_false_path -from [get_pins {mi/r?g0/CLK}] -to [get_pins {spi/DI}] 

A.3.3 set_multicycle_path 

構文 

コマンド：set_multicycle_path 

パラメータ：[-setup|-hold] 

[-start|-end] 

[-from <from_list>] 

[-to <to list>] 

[-through <through_list>] 

<path multiplier> 

-start/-end：この制約のリファレンスクロックが開始クロック(launch 

clock)またはラッチクロック(latch clock)であるかを指定します。パラメー

タ「-start」は開始クロック(launch clock)を指定し、パラメータ「-end」

はラッチクロック(latch clock)を指定します。デフォルトではラッチクロ

ック(latch clock)です。 
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-setup/-hold：現在の制約がセットアップ時間のチェックまたはホール

ド時間のチェックのどちらに影響するかを指定します。この 2つのパラメ

ータは相互に排他的です。デフォルトではセットアップ時間のチェックに

影響します。 

-from：パスの始点を指定します。コレクション get_pins、

get_ports、get_regs、および get_clocksをサポートします。 

-to：パスの終点を指定します。コレクション get_pins、get_ports、

get_regs、および get_clocksをサポートします。 

-through：パスの通過点またはネットを指定します。コレクション

get_pinsまたは get_netsで通過点またはネットを収集できます。このパ

ラメータリストでは複数のピン(PIN)またはネット(NET)を指定できます。

これらは同じパスまたは異なるパスにあります。同一の制約では複数の

「-through」パラメータを使用できません。 

<path multiplier>：サイクル数を指定します。 

注記： 

「-from」、「-to」、「-through」の 3つのパラメータは併用するか、単独で使用することが

できます。この 3つのパラメータが指定する点が同じパスにない時、Gowinソフトウェ

アはこの制約を無視し、タイミング解析に影響を及ぼしません。 

例 

create_clock -name clk -period 10 [get_ports {clk}] 

create_generated_clock -name genClk -multiply_by 2 -source 

[get_ports {clk}] [get_pins {pll_out}] 

#マルチサイクルパスを設定：リファレンスクロックは genClk。セッ

トアップ時間のチェックに影響します。 

set_multicycle_path -end -setup -from [get_clocks {clk}] -to [get_clocks 

{genClk}] 2 

#マルチサイクルパスを設定：リファレンスクロックはフリップフロ

ップ reg0のクロック。セットアップ時間とホールド時間のチェックに影

響します。 

set_multicycle_path -start -setup -from [get_regs {reg0}] -to [get_regs 

{reg1}] 3 

set_multicycle_path -start -hold -from [get_regs {reg0}] -to [get_regs 

{reg1}] 1 

#マルチサイクルパスを設定：リファレンスクロックは clk0。ソース

クロック clk立ち上がりエッジの駆動から clk0立ち下がりエッジの駆動ま

でのパスにのみ影響します。 

set_multicycle_path -end -setup -from [get_clocks {clk}] -to [get_clocks 

{clk0}] 3 
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#ワイルドカード」?」と」*」の使用例。 

set_multicycle_path -from [get_regs {SD/addr? }] -to [get_regs 

{RSG/D*_s0} 

A.4 動作条件の制約 

構文 

コマンド：set_operating_conditions 

パラメータ：[-grade <c|i|a>] 

[-model <slow|fast>] 

[-speed <speed>] 

[-setup] 

[-hold] 

[-max] 

[-min] 

[-max_min] 

-grade：デバイスの温度グレードを指定します。現在コマーシャル

(commercial)、インダストリアル(industrial)、およびオートモーティブ

(automotive)がサポートされます。 

-model：タイミング解析のモデルを指定します。 

-speed：デバイスのスピードグレードを指定します。 

-setup：現在のプロセスコーナーでセットアップ時間のチェックを行

うように指定し、-max機能と一致します。 

-hold：現在のプロセスコーナーでホールド時間のチェックを行うよ

うに指定し、-min機能と一致します。 

-max：現在のプロセスコーナーでセットアップ時間のチェックを行

うように指定し、-setup機能と一致します。 

-min：現在のプロセスコーナーでホールド時間のチェックを行うよう

に指定し、-hold機能と一致します。 

-max_min：現在のプロセスコーナーでセットアップ、ホールド時間

のチェックを行うように指定し、-setupと-hold機能の同時の指定と一致

します。 

例 

#インダストリアル・スピードグレード 6。高速モデル。setupと

hold解析に影響します。 
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set_operating_conditions -grade i -model fast -speed 6 -setup -hold 

#コマーシャル・スピードグレード 7。低速モデル。setupと hold解

析に影響します。 

set_operating_conditions -grade c -model slow -speed 7 -max_min 

A.5 タイミングレポート内容の制約 

A.5.1 report_timing 

構文 

コマンド：report_timing 

パラメータ：[-setup|-hold|-recovery|-removal] 

[-max_paths <value>] 

[-max_common_paths < value >] 

[-rise_from <rise_from_list>] 

[-fall_from <fall_from_list>] 

[-to <to list>] 

[-rise_to <rise_to_list>] 

[-fall_to <fall_to_list>] 

[-through <through list>]  

[-from_clock<from clok>] 

[-fall_from_clock <from clok>] 

[-rise_from_clock <from clok>] 

[-to_clock <to clok>] 

[-rise_to_clock <to clok>] 

[-fall_to_clock <to clok>] 

[-min_logic_level < value >] 

[-max_logic_level < value >] 

[-mod_ins {mod_ins1 mod_ins2 ...} ] 

-setup|-hold|-recovery|-removal：タイミングレポートのチェックタイ

プを指定します。相互に排他的です。 

-max_paths：タイミングレポートの最大パス数を指定します。デフ
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ォルトは 25です。指定されたパスの数が指定数に達しない場合、指定さ

れていないパスの最悪のパスでこの指定数を補完します。 

-max_common_paths：同じ終点を共有するパスの最大数を指定しま

す。 

-from/-rise_from/-fall_from：タイミングレポートパスの始点を指定し

ます。-rise/fall_fromはクロックである必要があります。コレクション

get_clocksをサポートします。単独で使用する場合、Gowinソフトウェア

は関連する始点を自動的に取得します。 

-to /-rise_to /-fall_to：タイミングレポートパスの終点を指定します。-

rise/fall_toはクロックである必要があります。コレクション get_clocksを

サポートします。単独で使用する場合、Gowinソフトウェアは関連する

終点を自動的に取得します。 

-through：タイミングレポートパスの通過点を指定します。コレクシ

ョン get_nets、get_pinsをサポートします。 

-from_clock /-fall_from_clock /-rise_from_clock：タイミングレポート

パスの始点関連クロックを指定します。コレクション get_clocksをサポ

ートします。単独で使用する場合、Gowinソフトウェアは関連する終点

を自動的に取得します。 

-to_ clock /-rise_to_ clock /-fall_to_clock：タイミングレポートパスの

終点関連クロックを指定します。コレクション get_clocksをサポートし

ます。単独で使用する場合、Gowinソフトウェアは関連する始点を自動

的に取得します。 

-min_logic_level/-max_logic_level：レポートパスの logic levelを制限

します。 

-mod_ins {mod_ins1 mod_ins2 ...}：複数のモジュールのインスタン

スを指定します。スペースで区切ります。このパラメータを使用しない場

合、デフォルトでデザイン全体のタイミングが報告されます。 

例 

#セットアップ時間のチェックを報告するように指定します。レポー

ト数は 100。 

report_timing -setup -max_paths 100 -max_common_paths 5 

#レポートの始点は ckであり、終点はワイルドカードを使用します

(例えば、r0、r1など)。 

report_timing -hold -rise_from [get_clocks {ck}] -to [get_pins {r*/D }]  

report_timing -setup -fall_from [get_clocks {ck }] -to [get_regs {r*}] 

#パスのロジックレベルの数を 2として指定します。最大 2つのパス

を報告できます。同じ終点のパスは最大 1つ報告できます。 
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report_timing -recovery -from_clock [get_clocks {cck0}] -to_clock 

[get_clocks {cck1}] -max_paths 2 -max_common_paths 1 -

max_logic_level 2 -min_logic_level 2 

#hold解析は、インスタンス uut内のタイミングのみを報告します 

report_timing -hold -mod_ins {uut} 

A.5.2 report_high_fanout_nets 

構文 

コマンド：report_high_fanout_nets 

パラメータ：[-clock_regions] 

[-slr] 

[-ascending] 

[-max_nets <max_net_value>] 

[-min_fanout <min_fanout_value>] 

[-max_fanout <max_fanout_value>] 

-clock_regions：オプションのパラメータ。このパラメータが指定さ

れている場合、レポートの範囲はシーケンシャル・エレメントのクロック

入力に接続された NETに制限されます。 

-slr：オプションのパラメータ。このパラメータが指定されている場

合、レポートの範囲は、シーケンシャル・エレメントのリセット/セット

入力(同期または非同期)に接続された NETに制限されます。 

-ascending：オプションのパラメータです。このパラメータが指定さ

れた場合、netのファンアウト値は降順にソートされます。このパラメー

タが指定されていない場合、デフォルトでは昇順にソートされます。 

-max_net：オプションのパラメータです。レポートの最大 net数を指

定します。指定されていない場合、デフォルトで最大 10 netが報告され

ます。 

-min_fanout：オプションのパラメータです。このパラメータ値以上

のファンアウト数を持つ netのファンアウト状況のみ報告するよう指定し

ます。 

-max_fanout：オプションのパラメータです。このパラメータ値以下

のファンアウト数を持つ netのファンアウト状況のみ報告するよう指定し

ます。 

例 

シーケンシャル・エレメントのリセット/セット入力に接続された
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net、ファンアウト数は[1,15]、最大レポート数は 10。 

report_high_fanout_Nets -slr -max_nets 10 -min_fanout 1 -

max_fanout 15 

最大 10 netのファンアウト状況を報告します。 

report_high_fanout_Nets -max_nets 10 

A.5.3 report_route_congestion 

構文 

コマンド：report_route_congestion 

パラメータ：[-max_grids <max grids value>] 

[-min_route_congestion <min route congestion value>] 

[-max_route_congestion <max route congestion>] 

[-LOC <position>] 

-max_grids：オプションのパラメータです。レポートの最大 grid数

を指定し、このパラメータを指定しない場合、デフォルトでは 10個の

gridの密集レベルを報告します。 

 

-Min_route_congestion：オプションのパラメータです。gridの密集

レベルの最小値を報告するよう指定し、このパラメータを指定しない場

合、デフォルトでは 0です。 

-max_route_congestion：オプションのパラメータです。gridの密集

レベルの最大値を報告するよう指定し、このパラメータを指定しない場

合、デフォルトでは 1です。このパラメータの値は、

min_route_congestionのパラメータ値以上でなければなりません。そう

でない場合、警告メッセージが報告され、当該文は無視されます。 

-LOC：オプションのパラメータです。gridの物理位置を報告し、1

つの gridを指定できます。例えば、R1C3の場合、第 1行、第 3列の grid

が報告されます。範囲を指定することもできます。例えば、R[1:3]C3の

場合、1行目から 3行目の 3列目の gridが報告されます。R[1:3]C[1:3]の

場合、1行目から 3行目の 1列目から 3列目の gridが報告されます。

R1C[1:3]の場合、1行目の 1列目から 3列目の gridが報告されます。 

例 

物理アドレスが第 1から 5行第 1から 5列の密集レベルが 0から 0.5

の gridの密集レベルを報告します。最も密集レベルが高い 5つのみが報

告されます。 

report_route_congestion -max_grids 5 -min_route_congestion 0 -
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max_route_congestion 0.5 -LOC R[1:5]C[1:5] 

A.5.4 report_min_pulse_width 

構文 

コマンド：report_min_pulse_width 

パラメータ：[-nworst <nworst value>] 

  [-min_pulse_width <min pulse width value>] 

  [-max_pulse_width <max pulse width value>] 

[-detail] 

   [get_regs {regIns name}] 

-nworst：報告する最悪のパスの数を指定します。 

-min_pulse_width：レポートのシーケンシャル・エレメントの最小パ

ルス幅を指定します。 

-max_pulse_width：レポートのシーケンシャル・エレメントの最大パ

ルス幅を指定します。 

-detail：このパラメータを指定すると、クロックパスが含まれる詳細

が報告されます。指定しない場合は簡単なレポートが作成されます。 

get_regs {regIns name}：レポートの対象を指定します。このオプシ

ョンを指定しない場合、デフォルトではすべてのフリップフロップにパル

ス幅タイミング解析を行います。1つ以上の regを指定できます。 

例 

#パルス幅が 0.1～4の最悪の 3つのクロックパスの最小パルス幅の状

況を詳しく報告します。 

report_min_pulse_width -nworst 3 -min_pulse_width 0.1 -

max_pulse_width 4 –detail 

#パルス幅が 0.001～4の最悪の 20のクロックパスの最小パルス幅の

状況を簡単に報告します。 

report_min_pulse_width -nworst 20 -min_pulse_width 0.001 -

max_pulse_width 4 

A.5.5 report_max_frequency 

構文 

コマンド：report_max_frequency 

パラメータ：-mod_ins {mod_ins1 mod_ins2 ...} 
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-mod_ins {mod_ins1 mod_ins2 ...}：複数のモジュールのインスタン

スを指定します。スペースで区切ります。このパラメータの指定に関わら

ず、設計の最大周波数はすべて報告されます。 

例 

# bsram0の最大動作周波数を報告します 

report_max_frequency -mod_ins {bsram0} 

A.5.6 report_exceptions 

構文 

コマンド：report_exceptions 

パラメータ：-setup|-hold | -recovery | removal 

[-max_paths<number>] 

[-max_common_paths< number >] 

[-max_logic_level <number>] 

[-min_logic_level <number>] 

[-rise_from <rise_from_list>] 

[-fall_from <fall_from_list>] 

[-to <to list>] 

[-rise_to <rise_to_list>] 

[-fall_to <fall_to_list>] 

[-through <through list>] 

[-rise_through <rise_through_list>] 

[-fall_through <fall_through_list>] 

[-from_clock<from clock>] 

[-fall_from_clock<from clock>] 

[-rise_from_clock<from clock>] 

[-to_clock<to clock>] 

[-rise_to_clock<to clock>] 

[-fall_to_clock<to clock>] 

キーワードの名前、意味、および使用法は、report_timingのものと



付録 A.タイミング制約構文仕様 A.5 タイミングレポート内容の制約 

 

SUG940-1.8.2J 87(88) 

 

同じです。例外制約によって生成されたパスを報告します。 

例 

#リカバリー時間パスを報告します 

create_clock -name mm -period 10 -waveform {0 5} [get_ports {clk}] 

set_max_delay -from [get_clocks {mm}] -to [get_clocks {mm}] 0.22 

report_exceptions -recovery -from_clock [get_clocks {mm}] -to_clock 

[get_clocks {mm}] -max_paths 1 -max_common_paths 1 

A.6 その他の制約 

A.6.1 derive_clocks 

構文 

コマンド：derive_clocks 

パラメータ：- freq < value> 

-freq：グローバルの周波数、1200以下の正の浮動小数点数、小数点

以下 3桁、単位は MHz。 

例 

#周波数 100MHzのグローバルのクロックを作成します。 

derive_clocks -freq 100 
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